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積銅製建具プロー γ ズドア ー・ 鈴木式シャツ? -

建 材 部

モスラー金庫室震と袋内設備 ・会庫室建怠周スチ

ールグ F ート ・三様式化粧盤 ・各種メタ ルテス ・

グラツヂングマクビー γ 曾量士各種テテカツタ ・建

築用宮鴎石 ・ 三 機式安 ＱＺｴ ｾｊｪ ・ ＷＮＱ＼工事 ・ アスウヰ ｹ 曾

肩士各籾l錠前 ・建具合物 P チヤーズウヰルコックス

含量士各稀ドアーノ、 y ガー ・特許安会吊足場機 ・ゴ

トー式 7 ロ- 9 Y グプロック ・三機式間仕切. . 歳

混凝土電柱ロパート ) l y メタル ・三様式天窓 ・泊

風器 ・富士スレート其の他

媛 房 部

m f j } - - 換叙ーーー乾燥一一湿漁度調整設備

衛 生 水 道 部

衛生ー給水湯ー排水ー防火設備ー汚水浮化装置

電 気 部

愛媛電所ーーな電線路一一殿内電気 ーー電話設備

機 材 部

レイオイルバーナー・主主主主袋置・塵芥厨芥島建設

備・Ｑｦ ｾ 泊使用各頼焼却鑑・事ｈ￬ｽ設備 ・ 洗習盟及びド

テイク! I - ; : . Y グS査官E

ふ

三機工業株式曾粧大阪支底

大阪市北区中ノ島三丁目五番地( 大阪三井ピル内) 電話土AB365- 7・1776・3103

本 庇 東 京 市 魁 町 医 有 柴 田f( 三信ビル内) 電話銀座57!" 永5141(l 0 引40
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曾 告

常 設 建 築 材 料 陳 列 場 開 舘

我園建築界に於て 資料陳列場は東には建築資料協曾 による も

の あるも西に ーの 常設陳列l場なさを憾 む、 我協曾 は愛 に鑑み

る庭 あ り. 井寺ス本協舎の使命 ご して 之が企輩 する こミ年 徐、

大阪市の中慣に して然も殿賑絶好の朝日ピノレ第 四階を 選定し

建築倶楽部ご相|携 して葱に常設建築材 料 陳タIJ 場 を開館し たり

建築材 料の優秀 なる ものを網羅 し其種類 七拾有絵所詞模範建

築材料陳列場 ごして専門家は勿論公衆一般の 縦 覧 を切望 する

ものな り巽 くは協曾員諸民の御援助格[l 宣停 に より本曾の 目的

を達成せ しめられん こごを 。

場 所 大 阪 市 北 匡 中 之 島 三 丁 目 三 靭 日 ビ JL. 四階

開館時間 毎日午前九時よ リ午後五時迄

社 閣

法 人

縦 覧 随 意

昭 和 9 年 1 月

日 本 建 築 協 曾



日本建築協曾常設陳列場建築材料出品規定

名 稽

Z忌 所

時 日

目 的

三 催

出 品 物

出 品 料

日本建築協舎建築材料| 涼列場ト陪ス

大阪市北区中之島三ノ三朝日ピルヂング日本建築協舎内

昭和 九 年一Ｉｾ一日ヨリ開場ス

各種ノ建築材料ヲ陳列シ閣産ノ振興ヲ促スト共ニ建築資H=- 開スル一般4j l識ノ

普及ヲ園 リ併セテ. l II( _' ; 1上ノ利便並ニ向上ヲ計ルヲ以テ目的トス

本陳列場ハ日本建築協合ノ ; 主催 トス

建築土木ノ資料タルコト ヲ要ス

出品料ハ別表ニ懐ル 、但 シHl 品契約ハ一ヶ年以上 トシ且共料金ハ三ヶ月分以上

前納ス ベキモノ トス

出品料不納ノ : 場合ハ本合 ヨリノ通告 ニ依 リ解約スルモノトス

陳 列 割 雷 陳列場所及ヒツl、間ノ割首等ハ本合エ於テ之ヲ決定ス出品人ハ之ユ針シ県議ヲ辿

プル事ヲ得ズ

出 品 申 込 本合ニ出t吊セントスルモノハ別紙様式ニ依ル巾込書エ明*IA記入シ本台エ提出ス

ぺシ 、 本合ハ巾込ニ封・ンテ ｴｩｴｩ 、事 合ノ鑑夜ヲ経テ共事 ｾＱ 否ヲ申込人ニ通ｾ， ＱＱ ス

出 品 手 績 H-¥n' 1. J 承諾ノ通知1ヲ受ケタJ L . モノハ先ヅ出品料 ヲ銚込ミ /fl.，日物ヲ指定ノ場所ユ搬

入シ自己 ノ負捻ニテ一定ノ様式ヲ損セザル絶間ニ於テ飾付ヲ了ス; 1 . - モノトス 、

拶1; 込ミ タル出品料ハータj 返却セズ向商庇名ハ本合 ニ於テ一様= 之ヲ詩スモノト

ス

看 視 本合ハ出品物ノ見張リニ必要ナル看硯人ヲ誼ク

電 策

委 託 陳 列

出品物 = 要スル電気叉ハ共使用料ハ出品人ノ負婚トス

迷隔地ノ出品人ハ本合= 陳列ヲ委託スル事ヲ得但シ右ニ要スル貸用ハ 出品人ノ

負婚トス

出品物保管 出品ノ保管ハ最善ノ注意ヲ拶t フ ト矧，火災盗難共他不測 ノ出来事ニ釘スル出品物

ノ紛失叉ハ国筈ニ針シテハ一切共貰ニ任ゼズ

出品物撤去 出品物ハ解約後三 日以内ニ撤去搬出ス可ク 、時一共期間ヲ経過スルモ撤去セザ

ルモノ アル時ハ本合ニ於テ適宜= 之ヲ底分スノレモ異議ヲ申立テ得ザルモノトス

附 則 本規定以外 ノ: 事項= 付テハ線、テ本曾ノ指揮 = 依ル毛ノトス

祉 関

法 人

昭 和 8 年 12 月

日 本 建 築 協 曾



阪 神 線 演 甲 子 園 海 還 に建 つ

「夏 の 家 」 設 計 園 案 募 集

今回大 林 組 ｦｬ Ｚ 宅 Ｚ ｾｈｾ 経管の阪市 ｊｴｬ 線演甲子 閏 海遊住宅地へ同 住 宅街完成記念として同住

宅地へ建つ 「夏の家」設計闘案 を下記規定により弘〈懸賞募集す

j毎遺= 建ヴ 「夏の家」設計園案懸賞募集規定

1  阪市'1'11:¥'*ぷ演叩子園健康住宅地ノ海溢= 建 7 . 締切期日 昭和9年3 月J O日正午

ツ夏向ノ住宅設計闘接
8. 審査及雷選授表

2 . 慮慕設計要件
1. 審斉ノ結果ハ 「建築主枇舎J:. 之ヲ褒

1. 位 置 演甲子園海謹ノ卒地
表ス

2. 敷 地 100坪内外
2. 審奈員ノ氏名ハ下ノ女fJ シ

3. 建 坪 30坪以内

葛 野 舵 一 郎 古 字 問
a是主

所 要

室数及大サ等ハ任 意
武 田 五 藤 井 j享 一

4・ノ 室

5. 柿 iiE 木造建タル コ ト
古 塚 正 治 本 間 乙 彦

o. 様 式 手11瓜ヲ基調トスル洋風建
松 本 儀 八 南 信

7. 建築費 4，000 闘以内タル コ ト 村 野 路 吾

3 .  感募園面及書 類

]  卒 l古i憧J 50分之1

2. 立 l印刷 50分之]

3 断面闘 主要部分I 曲以上

4. 透 視 固 着色ヲナス コ ト

5. 簡車ナ; t . 仕様書叉ハ説明書

4 圃商ハ原闘祇へ墨仕上 トス

5 . 各1P.ii 'J面並 = 主主類ニハ暗競 テ附シBI J : . 階蹴

並= 住所氏名ヲ記シタル紙片ヲ封筒= 入レ

添付スルコト

6. 賞

賞

外

作

入

選

快

金j同 副 首 各 100国1宛日 名

若干名 銅牌

( 五十音順〉

3. 首選! @!認さハ大林組協rj] 子闘健康住宅

地へ也 ニ施 工シ昭和ｾｻ肘月ョ リ Ｘ 月末

迄「去の家」展覧含ノ開期中一般= 公

開ス

9 .  : {存完 ノ結県 ニ主J シテハ説明 テ;jミ メx ハ異

議 ヲ巾立 ツル コト テ得ス

1 0.  i主施= 賞 リ多少ノ改造ヲナスコ トアルモ

異議ノ申立テ得 ス

1  1. 舷募園祭ハ之ヲ謹附セス

1 2. 感募園案設送先

大阪市北区 中之島 3 T 目 3

WJ 日ピル内 日本建築協含宛

昭 和 9 年 2 月

枇 閣

法 人 日 本 建 築 曾協
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今 回 本 脅 か ら 下 掲 の 如 き 草 行 本 を 上 梓 しT二c I市 街 地 建 築 物 法 令 」 は 三 版 、 「 綾 住

宅 間 案 集 」 及 「 績 皐 校 建 築 困ttミ」 は 犬 々前回 苅 行 の 際 好評 を 受 け ?こも の〉 姉 妹 篇

で敦れも 充 分 の 自 信 を 以 っ て お 薦 めすぶ 良若である。

( 三版) 市 街 地 建 築 物 法 令

本書は本年 5 月出版するや忽ち初版再版 ともに貰切となっ7こも ので共後多数の注文があ るので

三版を刊行しに ものである。

1 . 大 さ

1 . 定 慣

菊 牟 裁

5 0 銭

3 3 0 頁

送 料 6 鏡

(新刊 ) 績 住 宅 園 案 集

本書はさきに刊行して絶讃を受り忽ち 三版を重ね ｦ こる「住宅困築集」 の ｾｬ ｬ￮ 妹篇でめる ｯ ｬｊｘめ る

所のものは

「阪和上之芝住宅」懸賞首選闘案

東豊中住宅懸賞営選園案 ( 婦人 ・子供室を主 とせるも の)

「住宅平面園及台所設計圃J ( 昨秋までの本曾募集の諸懸賞首選困楽中より脱出)

以上でいづれも多数の舷募園祭 より 46 種を厳選せるもので住宅設計上兵腫的の指針を提供し

? こる好箇の標準圃案集である 。

1. 大 さ 四 六 倍 版 1 0 0 頁

1. 定 債 1，0 0 圃 送 料 1 0 銭

(新刊 ) 績 皐 校 建 築 園 集

各方面の壷カを得て最近二三年間に竣工し? こ製校建築の資料を蒐め たところ 、大・中・小・翠- 校の

代表的のもの ＴＰ 徐校に上つにのでこれらを極めて編纂刊行することにしに、五重行は本Ｉｾ下旬

の議定である 、前回夜行し? こる本集は非常なる "V:[ 許 を得て三版を重ねTこがそ の姉妹編である。

1  . 大 さ 四 六 倍 版 2 0 0 頁

1 . 定 債 1.0 0 回 送 料 1 4 銭

昭 和 9 年 2 月

祉 関 門

法 人 目
本 建 築 協 曾



.  J I ' ?も. . a ! 1 I 咽伊電筒

置 く S H U T T E  R .!..Af'  

“ｾ圃園田園Ｂ］Ｂ .  

ｾ＠ P A T E NT I!: 

日米特許一二個・賞用新実控鋒四六個併用

大野武防災捲よ ｾｆ
{ 特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 J L ー ブ J L シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 鴇 子 入 軸 佳

大 野 式 穂 子 入 戸 車

大 野 式 廻 縛 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米傭特許三一 個・賞用新案五九個併用

特 許 木 二 サ ッ シ

受 托 営 業

2重 大 野 製 作 所

東京市芝区三田四国町二番地・電話三田( 納長主慧

耳 ｅ 付悶Ｎ員ｉＧｩｾ町・大阪市此花屋上Ｎ島中ニ・電量茜副島 ＨＴＶＩ 三～～

、.
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建 築 材 料 の 新 生 面

片 岡 安

最近十数年間に於げる建築材料の進歩は著しきものがある。過去数千年間! 建築を構成す

る材料は大儒に於て大なる鑓化はなかっ? こ口古きは挟及の王朝時代、アツ会リヤ及パピロ

ンの金格期より 希胸、雑馬の隆盛期に於げる建築の材料は最近に歪るまで何等の鎚化がカ11

へられす使用されにので ある。そ れが天産物であっても亦製法品であっても大開に於て著

しき嬰化はなかっにことは寧ろ脊蹟であるとも考へられる 。従って その加工に 於て文甚し

き境謹がなかっ 1: のでめる。然るに最近にヨそり科事の服用が各種の析しき構造法と新しき

製品 をよすみHl し‘ 更に新しき設備を供給すること〉なり、こ〉に建築材料一般に新生商を

開 〈ようになっ 1: のである .

我建築界 におをても古来体 統の木法建築は日 IJ として新しき計書 になる建築物に は、何れも

古来の傍統 に超越せる材料を利用し . 現代の要求に JII良舷せねばならぬこと〉なつにので あ

る。即も現代の建築には古来のそ れと全くその考へ方を異 にして材料を蒐集する を必要 と

するようになったと 言つ でも 発支へない。卑近の一例を以て見 て も最近までに恒久性の建

築物の主開は煉瓦やコ ンク リー ト及石材であつにけれども、此頃の建物は鍛筋コンク リー

ト ｪｦｴＮＮ 織Ｇ円・をその主悼とし院本 ｪＭ げの煉 瓦、 テラ コ ツタ及石 材を以て被 侵す るがｾｦｉ ｾ蹄〈 ベ き

鑓j廷である。石材は J，r，-I より天・然j与の ものではめるが 、交通の利便増大せる矯め古来地占的

のものが現存では問内的反に進んで間際的の材料と なっ fこの もそ の一例であ る0 ) ( 人迭の

石材が感んに利用さる〉こと、なり 、テラコツタの製品が建物の外部及内部の須要なる被

覆材料となりつ〉ある e 衛生設備、防青装置及防課披置に好越 する材料は日を坦ふ て その

新しき製品を見るといふ現献でめって、新規の ｾ食 料ｾ始め各種の特 長 を有する化易保製品が

制々環u月されて建物の内外に利用されんとしてか; るのである。

建築界の進展は今 や 柿ｾ法 の進歩 と 新 しき材料の取鼎との雨方面 よ り 革 新的に向上し つ

〉ある 色建築界にあるも のは間 より建築を建設せんとするものに取りでは建築材料の駈別

は頗る重要なる事項となって来 1: e. 言 ひ得る のであ る。此度我日本建築協舎に 於 て常設建

築 材 料陳列場を 設り 、 優良な る各種材料 ｾＱ ｬ［ｊ ｩ 列して 、 材料 の 取拾に就き て の利便を計らん

とする は正に この時代要求に膝ぜんが矯めであって 、業 界の矯めま こ とに悦ばしきこ とで

ある。将来主是々 その内寄与を? 霊長富にして異質 にその目的を達成すぺ 〈各方面の協力金希望

する 。

』

'
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建 築 材
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1

の 重要 性

松 室重 光

( ー) 建築が一大工業となれる今日 lこ於て、共材料の生産が叉なかなかの大

事業であ1 . ? 事は言ふ迄もなき所にして 、共材料が図産なる と否とは我図の興隆にも閥係す

る所至大である み

現在日本の建築事業界は可なり進歩し 、所謂新建築に必要なる各種の費料は殆んど愁〈

園産品を有して最早之を海外に仰ぐの要なき而己ならす・ . 既に其或ものは海外へ職問せ ら

れて峨米人をも- 1
1
11へている稼な月};態にある。

我国士.は狭〈して、建築材料は必すしも多種多様に且叉25! 富であ りとは云はれないが、

二三特殊の石材等を除 〈の外は :患〈園産品 を以て充分共用を足し得る様になっ Tこのは結構

な事であると共に載閣民 JJ ;更にち手力研究して其園産材料を誼首に加工製法 して 、共新製品

金以てどし どし・海外の市場を 制E較す る様 あら しめにし、。蓋し闘産主rr建築材料の生産は金〈

我 の自 ｉ｛ｾ にして 識 に其原料を仰ヤ 諜で もないから更に遠慮する の要が なし、からである。

( ニ) 本建築協舎の資料陳列所設置は可なり久しき聞の懸案であっTこが今漸

〈賞現せら る ':>1こ至った。 共内容は まに まピ豊富とは 言ひ粂ぬるし、 叉共極類をつ t して

共賓際方商に於ても 或は科夢的廃理} j に 於ても 誇らし きも の とは見られぬ が. 日本第一の

工業都に於て斯穣の綜合陳列所の設げられに事は漏り建築界のみの利主主に JIてまらぬことと

信す・る。

建築は進歩するが其進歩の トツ フ・を切るものは新らしき材料であらねばならぬ 3

我聞は其風土の酬係上質に霊長官なる木材を生房長して居るが其市販の闘係材料は [0の 1 に

して足らぬ有様であるから 其刻l工業の将来は大 に期待し得られや うし、其傍統帳史による

特殊建築材料の改普も 出来ゃうし. 共建築の形式内容を改費 して 更に世界に之を誠充せし

むる 事を も得 られやう 。

我等闘民が若し此方面に闘して普通的智識を持つ にならば我等の生活は最も 合理的に且

つ3 ' i 極容易に改善し得らる、であらう。

( 三) 第一に日本を理想の紫土とし 、世界的所動日本の本初根擦として建築は

速やかに改葬せられて生活の本初に地水火風の大脅威を受げぬ株 lこせねばならぬ コj前〈し

て全然後府iのJ忠ひ なさ閥民はどしど し海舛 lこ進出して、漏り 東洋に楽土建設の偉業を成就

する のみなら す¥更に進みて世界紫土の大理想、富現迄鎖充して行かぬばならぬ。

批世界紫土建設の手段としての特殊建築は願〈は我等の手より生ましめにい。

建築材料は此意味に於て断然除米の模倣を止めて全〈新らしきものであらしめに い。

「セメン ト」が共廃らのゴ- : { f 使用する犠に何底で‘ も何時も最も安慣に得らるる時共民主に始

めで「コンクリ ート 」建築の異の普遍性を見 る事力: 問来ゃう。鋼材が同じ様に何虎でも木

片と賓ら「争 虎理 し得 ら るる時到 らぱ Ｎ 耐 震特殊 建築も 叉甚 ｦｾＧ 容易であり得る 。

( 四) 今臼本は減量長の地に大に進出衰展せさ' る可らさ' る絶劃的特殊使命を王手り

て大に指醸して居るが . 日本間民の進出安自:の矯めの防寒住居構迭 と其材料の迂E樺とは賞

に斯界先費者の第一の研引・題材 fこらねば ならぬ。

ｾｴ 方商から見ても建築材料 は決し て特 殊 工 業の限定的生産 でな〈して、何人も存易に之

を入手し得る性質 のものたら しむる必要が ある 。 ｻＹｬ ｊ へぱｾ Ｍ［ 生陶孫の普及は貨に其安償供給

を第 一義 とする事を思ふ時Ｎ我聞作 、 ｼミ 建築のそ れす ら ま ｦｾＧ まに地 方的に 見て 普通完 成して

居 むし、事を考へて見ると建築の材料包1識の背及には賓 ;二重大 なる 意義カ存する事が j、11 られ

やう。

日本は今 世界ｾＺ覇の大競技場に下り立つ ｦＺ 0  1[¥ ｦ Ｚ 以 ｛ ＭＮ は絶 到に勝刊者 ｦＺ る 事 をｾする ｵ

共準備としても建築に相官: 重要性あり と見てよ から う。我等の此言十重まは単なる建築界の利

益のみを目標 としているものではない。 〈昭和九年 一月十九日 )
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コ ン ク リ ト 調 合 表 に 就 て

演

目 次

S  1  調合表の現代コンクリート施工に於りる fir.世

ｾ＠ 2  調合表の進化

S  3  建築感舎の調合表とそれから添いに諸種の表

S  4  新調合表の特徴

田

刊 誌合表の現代コンウリート施工に於ける位置

総:

ノ ｫ い間コンクリートは 調合 Ｑ ・ ＲＺ Ｔ その ｬ 段縮許容癒力Ａ瓦ｾ 4! ) kg/ cm

o  

として使用されて来

仁。しかしこれには多〈の欠陥があり、今日の進歩したコンクリ ー トの研筑に 1' 1' はなし、憾

みがあって、新に 7kセメント比設に基〈調合の決定法が次第に詫目を惹〈に到った。

従来の 1:2:4 コンク リート は仕様書の形式としては援も簡単であるが . 絞りに簡に過ぎ

て不十分 である o 即も その欠陥 と云ふ のは許容臨力度の折j 点、強度の 不似i; 賞 、施工軟J支

( ¥Vorkabi l i ty) の不良 に蹄せられ、結局構造材料として のコンク リート の使命を巣 さない も

のである。然るに 水 セメン ト比設に 出張しTニコンクリ{ ト強度理論の進歩は任意の強!立の

賓現を容易ならし め. 従って』許容癒力度の選揮を自由ならしめ に。而してこれに加ふるに

施工軟度の考 l替、を初1¥ふこと lこより従来め施工i欧度の不良を一掃す ること が出来1こυ 水セメ

ント比設は Abr ams が悲表して以来既に ]6年を経? こが主主築のコン. クリー トの犠に粧 や梁の

納古f へ行き民ることの可能な軟練で . しかも均質である べ きコンクリ ー トには最もよく遁

合する。

さてこの 様な基礎に立つ調合の決定方法は建築事合の標準仕様書を以て 代表 される 臼そ

の設 〈所は現代の コンクリート 取を施工の賓際に巧に 介致せ しめfこも のであっ て. 従来の

軍なる 1 : .2  :  4 に比すれば梢複雑 な嫌はあるが、 その多 < J )  flJ 黙は多少の複雑さ を償・ふて除

りあることを目先信する 。

これによるとコンクリート の調合決定法は第 1段として水セメント比を定め . 第 2段と

して調合表によって調合を定める のである。即ち先づ第 l 段は 希望の啄縮程度及び{ 史附 す

るセメントの品質に悲いて7k セメン ト比を選ぶ。次にその水セメント比は所要の地工i険度

と調合 ト使用すべき砂・ 砂利の紡度の画数で ある。 而してこ の闘係は橡め貨車貨を以て調

合表 として表示す ることが出来るから 、上詑の第 2 段の燥作は第 1 段 によって定まつ Tこノk

セメント比 lこ適する 調介を この表か ら求めることを以て足りる コ

即ちコンクリートの調合表は現在の コンクリ ー ト調介決定法の -半を受持つ重要な もの

である。苦言[TJ稔 : 建築事合パンフレツ ト第 2 輯第 2 蹴; 演閃陰 ・渡溢要・建築材料感 p26

7- 276; 建築摩合コンクリ { ト 及銭筋 コンクリート標準仕様書昭和 4 年 4 J : J 稜表、同 7 年 10

3. "  



月改疋。而して前牛即ち7 ] ( セメント比の決定に就ては著者も既に他の雑誌等に於てこれを

設明し叉他にもよくづ| 用されて相官に理解を得fこと思ふから、本稿にはそ の説明を省略し

て. 第 2 段の調合表に就てのみ説明を如lへること 〉しにのである 。倫 これは昨年秋の建築

要具合講習舎( 日本建築協舎後援) の著者の講義内容を 多少敷市 しにものである 。

ｾ＠ 2  調合表の進化

コ ン クリート調 合表は 水セメント比説と共に ａ｢ｲ ｡ ｭ ｾ によって初めて提唱されに 。 氏

の始めて殻表しにものの要思liは大規模の賞験から水セメント比 j険度、 tω 支. 調合の閥係、

式を輿へ 1: ものである。しかしこの式は軟度が relative consistency にて. 叉粒度が組約

容で示されてゐ? こ震に . 賞用には柳か不便であっ1: 。そこでこれを今日の様に軟度はス ラ

ンプにて、粒度は砂と 砂利と の粒大にて表は す様に 上記の結 lflーを換算して得たも のがl D! 4

年の米関のコンクリ{ ト及鍛筋コンクリ ート 標準 {:I: 隊書に係期された。

昭和 4 年 4 月建築皐舎に 於て標準仕様需 を始めて程表する時には 、上記の如き調合表の

互便なことを＿認めてその掲載方を決定し ｦ このであっ＿こが、 ｮｴ ｴＧ 惜むら く は上表が相蛍に誤 ｾ ｴｦｯＺ

ｾ有することであつに ｣ 思ふに上表は緩めて成汎な賓駿から纏め上げたものである Ｑ 誌に Ｎ

我々 が建築に使用する通常の箇所を搾ばん とす るや 、相蛍に誤差が大 とな るのであ る。そ

の誤煎は安全側 にでは あ るが不経桝に過ぎる ものと 思はれる 。 しかしコンクリ ート の調介

決定の方針を定むべき全轄の形式から云へば是非共欲しい表であっ?こ震に、 J 二表 中我 k に

必要な部分を摘出 して、我開と米聞と の試験方法の 来具による多少の換算Tごりを行っ て建

築皐舎の仕様書に採用したのであつに。

J j . t g で本表はコンク リート の地工 上に極めて重要な位置を 山め るのであるから 、一居通航

な数字を 欲し、震に委員舎の仕事 として新に 質磁を行ふ ことと なり著者の' 員験室がその貰

1iilil こ営った。 この賓験は主 として野村、中尾( 建 築 雑 誌 昭 和 5 年) 雨杭によって行はれ、一

目撃の肺結を得 1: 。 そこでそ の数字・を更に慣w; に多少の(伝子 を如|へて決定となし . 昭和 7

/

'1ミ

の ｻ Ｍ ｉ Ｚ 様 書 改 Ｑ ＱＭＺに 際 して 従 ｩ￬￭ｪ の表 と 費へ＿このであっ ＱＺ 。 向寅ｾ ｾ 方法の要拙は諸巨ｬＡＮ の 砂、砂利

の組合せ tこ封し或 る水セ メント比とス ランプ とを別へる無数の調令の 中から所要七メント

量の最小 なるも の を 選ん ＱｾＧ のである つ 即ち所 定 の僚件を充すも の の中では最も経 掛 なもの

と殆ど一致するのである。

この調合表は初め唯一聞の代表的セメントに就て行った賞験に裁 いて製作 されfこのであ

ったが、 ぞの瑳表後に本邦康の殆ど全部のセメン トに劃し て検討す る機舎を得? こ。 その結

県によると 金鰐 としては1M多少の安全側にある が. 米関棋準 仕様書の表と 比較 すると断然

優秀である 、 よって十分に一般の標準となるべき数字と思附ーする 。

ｾ Ｓ＠ 建築畢曾の調合表とそれから導いた諸種の表

思舎の椋準仕犠書には各原料を標準計量により容積を測つに時の調合表fごり を附しTこ0

242 しコンクリート の各原料の計量方法には諸積の方法があり 、従って同 一品質の コンクリ

ート の調合を 表はす の に故 障の方法があるの之等ｾ線、 て 表示 す る ことは棋準 仕様書 として

はがi雑に耐えな L、から 、棋準計量にょっ? こものにげを記しにのである。それで この表から

笈際の地工に於て屡々遭遇する二、 三の計量方法による調合比へ換算して数葉の表を作つ

に。叉更に各調合の原料所袋量の表をも作製し1: 。本紙に掲載するのが即もそれである。
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第 1 表 調合表 ( 標準計量による場合其 1)  

1  Ｇ Ｑ Ｇ ｝Ｍ 材粒 の大 さ ａ 以 上と は Ｚ 誌 の 位 ｦ Ｈ Ｑｾ の飾を ＱＵ ，Ｅ以上通過せきＧるものを云ふ。

ｺ 月・ 材 ｬ ｩ￮ ｩＮ の 大 き 八以 下とは共 の 粒 イ Ｈ Ｑｾ の ￴ｩ ｩｊ と共 の次の ｍ［ と の聞の大 さ の粒 が初 ｊ めて Ｑ Ｕ ，Ｅ以

上なるものを云ふ 。

3  ，':ii J は建築事合 「什材 M;分析試験棋準方法」 に示すも の を刷ふるも の とす。

4 表中の調合比はtri 準調合比なるを以て、使用に際し現場制合比に換算するを援す 。

秘準調合比と は)原料を下i記の方法により 容をj ! i計量せる l時の容積比なり。

セメン ト 1500 k g を 1 m九

砂;則 l少利 建築感舎「竹村の単位容積の薫量測定棋当11方法」による

fi 4: 表 中7K ヒメント比 75 以外の ものは建築按- 合加準仕様省所以の ものな り。

7)，七 メ l 砂 ヰIj l紡 | ス ラ ン プ
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第 2 表 調合表 ( 標準計量による場合其 2)

本表は前表と同じ〈各原料ｾ棋準計量によって測る場合の結Ａ誌を示すものであるがＮ日雀

セメン ト1 袋 に封し砂及砂利の所要 リット) l - 教を示す様 に換算したものである 。即ちセメ

1. 5  ，，｟ ｟ｾ＠ _ .  .  ＮＮ ｾ ｾ｟｟ ］ Ｂ～＠ ._.....  Ｎ ｾＮ Ｎ＠ ，，_  5 0  5 0  

ント 1
1

は

ττ
袋であるから前表の調合 1 :m:nに劃し本表は 1 袋 :τ ; .ml: i す が と な

ってゐる 。 Ｈ前表 の Ｓ 桁目 を Ｔ 拾 Ｕ 入せぎる表から上 記の 換算ーを行ってその結巣 ｾＴ 檎 Ｕ 入

して本表としにも の〉

七 メ y ト

砂 利 粒 砂
1 袋 に翁

ス ア ン フ. 粒 の 大 さ

ず るフJ<1i]: の

Ｈ ｴ ［ＺＺ ｾＩ＠ すえ さ

C Il1 20 番 以 下 16 番 以 下 8 番 以 下 4 番 以 下

吉田一
1  t  』量 E t  袋 t  会 t t  

4 帯 以 上

15 1: 62: 144 1:  71: 138 1: 78・132、 1: 85:  126 

19 l '  59:  132  1:  67:  127  1: 75:  120  1・83: 112 

37，5  
) ( " 以 下

22 1: 56:  12 1  1:  63:  115 1: 72:  107  1: 80目 97

Z4 1:  52: 103 1: 59: 101 1: 67:  93 1: 75:  79 

( 75)  

15 1: 67， 157 1: 75: 152 }. 83:  146 1: 91:  140 

4 帯 以 上
19 1・65: 1242 1: 72:  137 1: 80'  132 1: 88:  124  

1/'  以 下

22 1・62・128 1: 69:  123 1:  76・115 1:  83:  107 

24  1:  58: 113 1: 65:  105 1: 71:  97 1: 75:  89 

15 1:  5 1:  133  1:  65: 127 1:  71:  120 1: 77:  115  

4 番 以 上
19  1:  55:  122 卜 63: 116  1: 69:  110  1:  76: 102 

35. 0 ｾＨ Ｂ以下
22 1: 52:  109 ): 61:  103 1: 67・ 96 1:  75:  85  

24 ): 49: 98  1:  57:  9 1  1・63: 83 1:  70:  71 

( 70)  

15 1: 63:  144 1:  71:  139  1:  77:  133 1:  83:  127 

4 番 以 ヒ
19  1:  61・130 1: 69:  124 1:  76・117 1: 83:  10)  

1" 以 下

22 1: 53:  115 1・66: 103  1: 73:  1∞ 1: 78:  92  

24  1: 53: 101 1: 61・ 94 1: 67:  87  1:  72:  78 

15 1: 52:  123 1: 59: 117 1:  65:  1  i  1  1:  7 1:  105  

4 番 以 上
19 1: 50:  111 1:  57: 106  1: 64:  99 1:  69:  93 

32 5  
) ( " 以 下

22  1:  49:  101  1: 56・ 95 1: 63:  87 1: 69:  79 

24  1: 46:  i' 9  1:  5 1:  83 1:  tO: 74 ): 65:  65 

( 65)  

15  ): 5  :  129 1・64: 126 1:  71:  120 1:  i 9:  113  

4 守番以 .1-.
19  1: 55:  11 7  1:  62:  112  1: 70:  105 1:  77:  99 

111 
以 下

22  1: 52:  104 1: 60・ 97 1: 67: 90 1:  73:  8 1  

24 l' 49:  91 1:  55: 85 1:  63:  77 1: 68:  68 

15 1: 46:  10ヲ 1:  53:  104 1: 58: 99 1:  64:  93 

4 番 以 卜
19 1: 45: 100 1: 52: 93 1: 58:  88 1: 64:  81 

J J H 以 F
22  1: 44:  89 1: 51:  83  1: 57:  76 1: 63・ 67

30. 0 
24 1:  41・ 77 1: 48'  72 1: 54・ 65 1:  60:  56  

( 60)  

15 1: 53・116 1: 60・11 1 1:  64・107 1:  70:  101 

4 番 以 上
19 1:  50:  104  1: 57:  98 Ｑ ＺｾＶＴＺ＠ 92 1: 70:  85 

1"  以 下

22 1: 48:  90 1:  55・ 84 1:  62:  78 1:  68:  70 

24 1:  44:  80 1: 5 1: 74  1: 58:  67 1: 64:  57 

4 帯 以 1'，

15 1・42: 98 1:  48:  93 1:  53: 89 1: 59:  84 

19 1:  40:  86 1: 47:  81 1・52: 77 1:  58:  71 

/ 7.5 
2Jrr 以 ド

22 1: 38・ 75 1: 45:  71 1:  51:  65  1: 57:  59  

24 1: 36・ 66 1: 42:  6 1  1:  48:  55 1:  54: 47 

( 55 )  
4 帯 以 l

15 1:  46・102 1: 53・ 98 1: 59: 93 1: 65:  89 

19  1: 44・ 91 1:  51 :  86 1: 57: 81  1: 63: 75 

1"  以 下
22 1: 42:  78 1:  49:  73 1: 55:  67 1: 61・ 60

24 1:  39: 68 1:  46・ 62 1:  52:  56 1: 57:  48 

15 1:  35・ 83 1: 41:  80 1・46・ 77 1:  52:  73 

4 番 以 上
19 1: 34:  73 1:  40:  70 1・45: 67 1: 51:  62 

25. 0 ｾＢ 以 下
22 1: 33:  63 1:  38:  60 1:  44:  57  1:  50:  52 

24 r: 31:  55 1・36: 51 1: 42:  47 1: 48:  41 

( 50)  
4 番 以 上

15 1:  31i: '87  1:  45:  83 1: 49:  60  1: 53:  77 

19 1: 37:  78 1: 43:  74 1: 48:  71 1:  53:  67 

1"  以 下
22 1: 35:  66 1:  42:  63 1:  47・ 59 1:  53:  54 

24 1: 32:  56 1: 39:  52 1:  45:  48 1:  50:  43 
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第 3 表 調合表 ( 遁常の現場計量による場合其 1)  

1 遁常の現場計量とは各原料を次の如1¥計量する 場合である。

セ メ ン ト 1500 kg/m九

砂及び砂利戸外に堆積 しに 砂叉 tま砂利を 自然のi始潤nえ態のま〉シ ョベルでも他の大型!

の容絡に投入しに場合による。

Ｒ 本表は砂及び砂利のｾ Ｍ位 容積 重量 を第 Ｑ 表に封し 芸 大の比率になるものとして決算しにも

のである。

砂 . 4 呑 = 0. 80  8 帯 = 0.78 16 呑 =0. 76 30 番 = 0・74

砂利 0. 95

7)( セ メ | 砂 利 幸t，: I スラ y 7 ・

の

砂 害tl の 大 さ
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第 4 表 調合表 ( 遁常の現場計量による場合其 2)

本表は前表と同じく各原料ｾ通常の現場計量によって ｩｗｊ る場合の結果を示すものである

が. ff佐セメン ト1 袋 に射し砂及砂利の所要 リット )] . . 数を示す 犠に改算しにも のである。換

算の方法は第 2 表の説明に同じ。

セ メ ン ト

1 袋 に 封
砂 利 約

ス ラ ン ワ. 砂 粒 の
大 さ

す る水 位
の

/  

ＨｾＱｾ Ｉ＠
大 さ

CIIl 30 帯 以 下 16 帯 以 下 8 帯 以 下 4 帯 以 下

1"- t  t  』司 t  t  貨 r  t  当直 t  t  

15  1: 83・152 1: 93:  146  1:  99:  139 1: l C6: 133 

4 番 以 ト
19  1: 80・139 1:  88:  133  1:  96: 126  1: 103・118

K" 以 F

22  1:  76: 128  1:  83:  121  1: 92・112 1: 100: 102 
37. 5  

24  1: 70: 114  1:  78・107 1・ 86: 89 1: 94:  83 

( 75)  
15  1: 90:  165 1:  99:  16 0  1: 106:  154  1: 114・147

4 番 ).j， .1:".  
19 1:  87:  149 1・95: 144 1:  103: 139 1:  11C: 131 

1"  以 下

22 1: 84:  135 1・9 1: 129 1: 98:  121  1: IC4: 112  

24  1: 79:  119 1: 85:  110  1:  91:  102 l 目 94: 94 

15  1:  77:  14C 1:  85・ ! J 4 1: 91:  126 1: 97:  12 1  
4 番 以 k

19 1:  74:  128  1: 82:  122 1:  89:  116 1: 95・107

K
'
/  ) : ) .下

22  1:  70・114 1: 80: 108  1: 86:  10 1  1: 93:  90 
35. 0  

24  1: 66:  103  1:  75:  96  1:  81:  87 1:  87:  74  

( 70)  
15  1:  85:  151 1: 94:  146  1: 98・140 1: 104: 133 

4 番 以 上
19 1:  82:  137  1: 90:  131 1: 98:  123  1: 103:  115  

1//  
以 下

22 1: 78:  12 1  1: 86:  114  1: 93:  105 1:  98・ 97

24 1: i 2:  1  6  1: 80・ 99 1: 85:  91 1: 90: 82  

15  1: 70:  129  1: 78:  123 1:  83:  116  1: 88:  110  
4 祷 以 上

19 1: 68:  117 1: 75:  110 1・ 82: 105 1:  87:  98 

} ( グ 以 下
22 1:  6fi :  lC6 1: i 4:  101 1: 8 1: 91 1: 86:  83 

32. 5  

24  1: 62:  94 1: 69:  87 1:  76:  78 1:  82:  6ヨ

( 65)  
15  1:  77・136 1:  85:  132  1:  91: 126 1: 98: 119 

4 番 以 上
19 1: 74:  123 1: 82:  118 1:  89:  111 1:  96・104

1'/ 
以 下

22 1: 71 :  110  1: 79:  102 1:  86:  94 1: 92:  85 

24 1:  66:  96  1: 74:  89 1: 80:  81 1: 85:  72 

15  1: 63:  115  1: 70:  109 1: 75'  104  1: 80:  98  
4 番 以 上

19  1・6 1: 105 1: 69:  98  1:  74:  93 1: 80:  85  

K '/ 以 下

22 1: 59:  94 1: 67:  87 1: 73:  80 1・ 78: 71 30. 0 

24 1:  56・ 81 1:  63:  75  1: 69:  68  1: 75:  59 

( 60)  

15  
1: 72:  123 1:  78:  11 7  1:  84・112 1: 87:  106 

4 番 以 上
19  1: ぜ8: 109  1: 75・103 1:  82:  97 1: 87:  89 

1"  以 下

2つ
1:  64:  95 1: 72:  89 1:  79:  82 1:  85:  74 

24  1:  59:  84 1:  67:  77 1: 74:  70  1:  80・ 60

15  1:  ｾ ＶＺ＠ 103 1: 64:  98  1・ 67: 94 1:  73:  88 
4 番 以 上

19 1:  54:  91 1: 61:  86 67:  81 1: 73: 74 

K" 以 下

22 
1:  52:  79 1: 59:  74 1: 65:  69  1: 71 :  62 27.5  

24  1・49: 69 1・55・ 64 1・ 61 : 58 1:  67:  50 

( 55)  
4 番 以 上

15  1・63: 1':; 8  1: 70:  103 1: 75・ 98 1:  81: 93 

19  1: 60・ 96 1: 68:  91  1: 73:  85 1: i 9 :  79 

1

'

/  
以 F

:t 2  1:  56・ 82 1:  64:  77 1:  70: 70  1:  76・ 63

24 1: 52・ 72 1: 60:  66  1: 67:  59 卜 i 2・ 5 1

15  1: 48:  88 1: 54:  84 1: 59・ 81 1:  65:  77 
4 番 以 上

19 1:  46:  76  1:  53・ 73 1・ 58: 70  1:  64:  65  

t.(' / 以 下
22 1:  44:  67 1: 50:  63  1:  56: 60  1:  62: 55  

25. 0 

24  1:  4 1:  58 1: 48: 54 l '  54:  49  1・ 60: 43 

( 50)  
15 1・52・ 91 1: 59:  84 1: 63:  84  1・ 66: 8 1  

4 番 以 上
19  1:  50: 82 1:  57:  78 1:  61 :  74 1:  66:  71  

以 下
22 1:  47:  69  1:  55・ 66 1: 61:  62  1: 66:  57  

24 1・44: 59 1・51: 55 1:  57:  5::> 1:  62:  46 
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第 5 表 原 料 所 要 量 表

( コンクリ ー ト草位容積を作§ に要する各)

原料容積 イ旦し標. 計量による場合

本表は第1表の調合表に封日産す。即ち第 I表中の各調合比に雪けする原料の所要量を示すも

のである。その計算方法は償問稔・波溢要・建築材料皐 p. 276- 277 による。
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第 6 表 原 料 所 要 量 表

( コンクリート 1 m' を作るに要する各原)

料量。但し) f f i 常の現場計量による場合 j  

本表は第 Ｔ 表 の調合表 に 封 ｉＡｬｴ す。即ち第 Ｔ 表Ｈｵ ｰ 表 も同じ Ｉ 中 の各［ｾ，ｾ合 比に針するＡ原料

の所要量を示すものである。

但しセメントは袋数( 1 袋は 50 kg ) ， { 沙及砂利は通常の現場計量により 111

3

0
本表のヒ メ

ン ト 袋数に ＱＮ ＷＶ Ｕ を梁ずれば一 立 坪に謝する セメン ト の栂数を Ｑｾｽ 。

砂 2土砂利 は コン クリー ト l 立j ; J ' に劃 す る 各 所 要 立士F数 k 見 てもよ し。
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表の使用例

(  1  )  水セ メン ト比 70 % . スランプ 21 cm，砂 8 侯以下、砂利 4 ;倭以上戸 以下な る僚

件に遁す る通常の現場割合比及び原料所 要量を求む。

解 第 Ｓ 表ｾ用ふ。表中には Ｑ Ｙ cm と 22 cm とがあるから 、 それ よ り 21 cm の場合

を推定す d

19 CIll ・・一. . . .. .. . ・・ ・・・・ 田・回日・・・・ ・・ ・・1:2.7:3.5 

22  C IlI .. .... 目・・・0 ・・・・・・ . . . . .. ... ・リ・ 1:2.6: 3.0 

21 ('Ill '" …・ .. . . . . . . . ... . … ・・… .. .. .1・2.6:3.2

「 叉は第 4 表から l  

l  19 cn t 1:89:l 川

22 CIIl ' ・・・・・・・・ ・・・ 田・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・ ・・・・1・86:101 :  

・. 21 ( ' 111 …・ ，・ …・ ・… 田・ ・・ ・・・・ ・・・ ・1:87:106 _ '

ふくに所要量は第 6 表からコンク リー ト 1l 1l " に針し

ス ラ ン フ・ cm セ メ Y ト，袋| 砂 m"  I 砂 手IJ 11) :;  

19 6.1  I  .54  I  .71 

- 一 一 一
22 I  6. 5  I  .56  I  .66 

一 一 一 -
21  I  6  4  I  .55  ， .68  

(  2  )  水セメン ト比 6 5 %，スラン フ< 22 cm， 砂 8 :{存以下 、砂利 子 以 下 4 番以上の僚

件に過する調合を求 U o 但しイナン デー ターを使用する ものとし、セ メン ト1 袋 に封 する

砂のイナンデ l トしに時の容積 、砂利の通常の現場計量による容積を求む。

解 イナンデ{ トしに砂の賓量は 標準計量によるも の と同ーと見倣さる。全材料を棋

準計量による場合には第 2 表より

1 袋 : 63/: ハ7/

但し1沙利は通常の現場計量故 lこ. 砂利Tごりは第 4 表 の値 l) l / をとりて次の解答 を得。

1 袋 : 63/: 91/  

ｾ Ｔ 新調合表の特徴

調合表中の数多い調合に就て主な傾向 を摘記しよう 。

;1'<.セメ ント比の大な る程、スランプが大な る程、又砂利が大 なる程調台が忍〈なってゐる 。

砂の粒大 による 調合の援化は砂が大な る程砂の割合を増し砂利の割合が減じ てゐて、 セメ

ン ト所要量から言へば粗砂の方が幾分有利で あるc 而 して砂 と砂利と の和は略一定値に 近

い。叉従来の 1:2:4 と時間強度の もの を探して経済的比較を す る し その結果は殆ど 同一

程度であ る。 この詳論は紙数の閥係上割愛する 。

『
E

 
l

 

l

 



次に砂 と砂利との割合は上記の様に砂の位大によっ て著しい壁{じがあるが . 何れ も従来

の比なる 2:4 よりは砂が多〈て砂利が少し、。而して砂が細かし 、続従- * の比 率 に 近 し 組 な

程遠き' かる o 4 添砂では砂と砂利と の比率がPI待 1:1 となってゐる。

この粗砂に封し砂が多し砂利が少な いと云ふ貼は本調合の脇工軟度を極めて良好なら

しめる。凡そスランフ. が似りに同 一でも 30 呑砂による 1: 2:4 と4蒋砂による 1・2: - 1 では質

際の施工軟度に幸子しい去がある。艮il ち約I f 沙では比較的よい地工軟度を得るが、粗砂ではガ

サガサじ? こ使ひ難いコン クリートで ある。底がみ; 調合表の様に組 I沙に釘し砂量全土怜し砂利

量を減すe るとその扶史I i が楠はれる 。

元来 この調合表は斯様なこと を; J 5ほして作った のではなし単に輿へられた僚件中最経

済的なることからにけ 定めにのであ るが . 結県は斯様に桜 めて好都合に なった のである 》

東 京 地労では従 来 Ｊ Ｂｈ 沙 、 闘 ｾ 地方で は 制 ｻ沙が一般 に佼川され てゐ ＱＺ 。 きれば従 米 閥商都

市の コンク リー トは東京の コンクリー トよりも使ひ難いも のであっ たに注ひなし、。閥固で

は古〈か ら11H沙の使用にWJII れコ ンク リー トは身i犠 なも の と掛から信じてゐ fこかも全uれない

が、これは使ひ易 いコンク リート の存在に dニ目きれなかっ fこ結洪であ ら う。世許に大阪の

コンクリ ート は出米上り凶IがJ品川、と云」、。しかしこれは決して地工の¥l J 峰さ の如何ばか り

か負ふべき責任ではなくて、上主! hの如〈附凶の粗{沙が偶然 にも支配し? こ運命の悲戯営者過

しはならなし、。しかもこ の組砂は上支I ! ; の様な注意を? 以てすれば、市11I fi'yに比し経情的で あ り

又認にスランフ・試験から? ごりでは察し得られない施工II火山の良好 きを得 るも のである 。艮jJ

も耐ｾ｛，ｾは時じて耐となり、ｩＧｊＺ ・ 箪な天必 と 云ふべきであ る 。

これを要するに本調合衰 を従来の 1 :2 :4 と比較するに、経湾上に於ては平均として差

なく、寧ろ旋ヱ軟度の夏好なること 、強度の確責なる結に於て従前の調合よりも遥かに優

秀であって構造材料としてのコンタリートの使命を金か らしめるものてある 。

終 りに臨み最近闘西に於て上主l ! ; の主意の将及に議ブj され渚 k 質績 を翠げ られつつある 大

阪府豊子察部建築献金始め建築技術者一般に深甚なる謝意念表す。( 1934. 1)  

11 12 

D  正 i龍 連 軍 弓

「建築と枇合」 先月蹴の「表紙闘案審査許」 に於いて 「闘案に封する私の態度につ

いては 、師に一昨年の審査の折に辿 べ?こ」 と書 きましにが、それは一昨年の「紋章審査

許 J ( 昭和七年六月告知所載) の折の事で、記憶違ひでありまし? こから . 認に訂正 い1こし

ます。



ドイフ に於ける体操場の床材料の問題

開操場の床材料は、今日では一種の重要なる儒育道具である。殊に機械的帽採に於て

は之に期待する所が多い。何となれば、少〈とも跳躍用の板やマットの使用は能ふ映り避

りたいからである。斯かる問題は回より専門的イi J r究を要する所であるが、幸にして此事は

ハムプルク市の高等感務局の鴨育専門家なるJ . Sparbi er 氏の取倣ふ所 となっ亡 。その研

究の結果密主主に要約しよう。

開Jゑ携の床の最軍: 要{ 際件は丈夫きである。が間際に重要な事は或程度の弾力である。

次いで或程度の賓質的i民度と外力への抵抗力である . 之れによって自 rf Iなる舞踏、反 特、

阿輔が可能となる。床が冷 1: l  、感じをひき但しては商[ 白くない、がb I . ! に豹授と大切な事は

防骨である。健康( 衛生 uての 見時' から すると、床カ ;1ネ攻ーや危害の!京 固 となる やう ではいり

なL、。床は容易に 清潔 に出来るものでなげればならぬ。経営 k の 見 地 か ら す る し な る べ

〈廉悩で貝つ森易に修絡のH-'，来るものであってほしい、が 、作! と言つ でも耐久的でな〈て

はならぬ。か〈の如〈にして、結} . :1 i 火のやうな 12 ケ僚の要件が提l刊される 事 となっ 1: 。

1  丈夫 ( S! andf est i gkeit )  2  便度と抵抗力 ( Har t e u. F esti gkeit )  

3  iJ車力 ( Feder l1ng)  4  保 温 ( W詰rmehal t l1ng)

5  防音 ( Schal l dampf l1ng)  6  塵咲の僅少 ( gerin酢 St aubent wi ckl l1ng)

7  砕片の生せ' ぬ事 ( Spl i tterfrei hei t)  8  清将の容易 :  l ei chte Rei nhal t ung)  

9  廉憤 (Bi l l i gkei t)  10 耐久性 ( Hal t barkei t )  

11 修繕の容易 (l ei chte A l1sbesser l1ng) 12  補給の存易 ( J ei chte Beschaf f  l1ng von 

Er satztei l en)  

きて、最も好ましからぬも の は粘士Ｎの夕、キである 。砂や鋸 ｽ ｬｬ ｩ の柔軟 ， ｾｾも御同様 Ｓ 一

番自然で簡単なものは木材床であらう。その債格の低廉の故に、今日向 lま腐〈臥材の長板

が用ひられてゐるが、之れは砕片が生じて危険である 。 若 しも木材全求めるならば、ねば

りのある堅牢な木を撲ばねばなるまい。

木材床の昧黙に針して、ぃ; まゆる稽目無. し床 ( sogenr、ant e fl1genl ose Boden) があ る

即ちセメント、アスフ アル ト、人ift 硬版の穎( Zement ，Asphalt ， Stei nholz oder Kunst hoI り

であるが、セメントやコンクリートの類は緯線場の床にはよろし〈ない。撲が立ち、跳躍

には硬きにすぎ、使用箇所が部分的に摩減する。アス フア ルトも御同様で 、卒担を期し難

〈、且つ不潔をまぬがれないし、夏季には軟かになって鰭育用具の街墜に耐へなし、。人浩

硬版の類も妹都が多〈て推薦し] 難い。之れは弾力を快事、床上J栄作、螺足教練に不治営で

あり、殊に冬季には表商に汗をかし、て諜っぽく冷 fこし、。

要するに、問題は柔軟材料の貼付による稽回無し床の liJF究に蹄するらしい。貼付材と

しては硬軟共木材の寄木板、乃至はコルク製品、とりわげリノリウムなど があ る 寄木根

は 3 炊合せの放に相営高慣につ 〈し. 開採用としてはf ' f i(i[f ｾにすぎる口 I歓木の寄イミ張は砕

片の危険をまぬかれぬD 且つ寄木床はその施工の如何によって、屡 k 凹凸を生す・るし、 イ疹

t.3  "  



絡は賓に面倒で浪費となる 。

骨豊掠場の床材で今日 最 も普及してゐるも のは 、在来院 〈行はれて ゐ る所の縁甲板 、及

び之に並んで リノリウムで あらう 。賓際 リノリウム の中に は敷 き込んで既に 25 年を すぎ

でも . 向ほ唯その走路に 営 る部分などを少しく柿修 し?こ位 、といふ のがあ るc 特に憶媒場

周としては、 コルクメント下敷のワルートン ・リノリウム( 所謂 、破 リノリウム ) なるも のや .

7  mm の強 コルク ・リノリウムなどがある 。開銀: 用 にはコル ク リスリウム の方が快適であ

らう。 リノリウムは殆んど 織 目先 ｜ｾ しと 言 へるし 、 良事下地ならば極めて卒坦にＮ ! 惑胸もよ

く、 E つ防音的である。 清潔の鈷から もよろしい 。コルク ・リノリウム乃至コ ルクメン ト

下地の リノリウム な どが開操場床の問題解決に将来を約束 するかと思はれる。

..， 

f 以上は、 調誌か らの抄謹である。向 iま此の研究の結* は次頁の表に一 目で比較問来 る

や うになって ゐ る 二 此 の表 はＮ付 ｪｦ ま Ｎ草に間主主 事 ｾｊ 未の 問題 のみ に止らす｜ 一 般建築材

料 6)1 究の上に、極めて示略的である。敢て紹介しに次第である ーー 瀧 得真弓)

後表 ｲ ｬ Ｂ 、 Ｋ記悦は好古し空宇 Ｑ ，質Ｈ長所 〉 、ー ［ む骨 Ｑｾｬ ｴ 虫 ｦ 空しからぬｦＧ Ｑ ，ＧｩＧＨ ｃ 傾 ｊ ｪｊｩ ＭＩ 士 号 ［す 。最 才 Ｗ 干 ｦ は

その採目的の令市( 成和り と見れ If よし ・だらう。
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防 水 材 料 に 就 い て

富 士 岡 重

セ メント 防水密l

此 れ は 七 メ ン ト に 出 入 し て 防 次 性 を J)i[ ふるプJ を有するものであって 市場に JVI 貸せるもの

を列記すれば下の虫f I < 蚊 多くある 、

(  1  ) アクイジツト (  2  ) アイカス ( 芯) ア ス ニュ ー

( 4 ) ア ロー f 九〉イム ベルメピリ (  G  ) クオ { プ 1.1 -

(  7  ) ウト 口ー ( 白〕ウオータイト (  9  )タ イツクウオータイト

( l 0) リグウオ ーク イト ( 11 ) エキタイト ( 12) ヱルビー

( l; n エルパ ー ( 14) エキ ーヒレント ( 15  ) エントール

(  lo) K. ' J、. 0 (17  ) キットマル ( 18) クイツクストツノ， -

( 19) シー カー ( 20 ) ストロングリ ート ( 21) セ ーシ

( 22) セレシツト ( 23 ) セメントタイト ( 24) セメント ベ ール

( 25) ダンプロー (  26) トラスコ ン防7k;!'fl J ( 27) デシラ

( 28) ハ イプロー ( 29 ) ヒーロー ( 30) パッドロ ー

( 31) ハイドロタイト ( 32) 宮 ー仕防水 ( 33) ハー デツト

( 34)  : =. ツポン ( 35) ノンリーク ＨＺｾ Ｖ＠ ) ネイルク リート

( 37) タンタルス ( 88) マノ ール ( 39) マグナ {

(  40) リベル (  41) ルリオン ( 42) ローグス

( 43) ストツノミ{ ぐ44) 精 華

此 れ 等 は 内 分の 手元にまで府i ｾ、てか＿るサンプル の 名隔であるが 、 此の外にもま＿七 ｦ ある τ で マ

dあbらう上、1斯釘< ' l ! メント防y水k荷削lリlの数 は 多1敷攻であつて此れをを? _ 寸k 説明する司事1は 紙 数 Eを? 許さなしい
、

力が: 此等を佐? 綿括して セメント ν防'j J次'j'( 1洲削却哨IJ tはま如イや何ii可1J1.なよる '1刊|円4

セメン ト防 ｹ水 ｫ 州は只 ｪ比主叫ｾ Ｍｾ防 Ｗ方 ｾ Ｏ ｊ次く州庁ｊｦ ｬｾ 籾笥にては肋防 ｩ I水k の効 T朋行 sを? なさない . セメントに J妾し又は混

入して始めて防水のブJ を 表 は し 共 Icl的を達する の で める 、 セ メ ン ト は セ メ ン ト 向 慢 が 砂 及

び 砂利と 混 和 き れ て 磁 化 し て 相 官の防水プJ を興ふるも の である 、特 に 近 時 製iiE されるベロ 、

高 級、微分セメントのまfl さにあっては相首の防水性あるのを認められて居る 、セ メ ン ト 防

水内lの使用の 目的 は 此等 の セメント或は高級セ メン ト等 の 持 つ 防 水 力 に て 向 不 足の! 揺 を何l

ふ 矯 め に 防 水 剛 を 用 ふ の であって . 放 に 此 等 防 水州の理: t l :1はセメン トに混入して其の セメ

ン ト の 強度 甚 ｴｾＧ しく 減殺 する 事な しにセ メン ト 自憾の防 水 プ ｊ より以 上 の効 以ーを欲する矯 め
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であ る、 きれば セ メン ト車ー轄と而 してセメン トに防水酬を混入 し?こ るものの比較試験を す

るの必要あり 、下去は防水狩1) カ タ ロ グ"1好成iifi なるも のの 一例を取げに ものである口

貼付防水割成績表

商 工省工 業 試 験所 試験公 明日和17&F6月〉

吉1: Ｑ 成形 Ｗ Ｑ Ｇ ｴｩＱＺは混 和 ｉ Ｇ ＺＺ ｾ ｴ す る宜 ｴ￟ 百分 本 なり

2  ｩｬｩｈ｛ 区 試験は日本企＿Ｚ徴税 絡 ｾＲＸ ＱＡｊ，ｾ に よ る

3 主垂水試験の結果の依1 ' 1・は次の 如1 し

供試恨の大さ ぞp 純 J'! さ 2 桝 Ｚ式験 Ｗ 吋 ｉｾ 3 砥若手平方組

試 験 綴 綴 時 11司6 R!f lltl 

工 報 175901提 供 試 慢の材鈴製中 l 目安中 6 日

配 合 c :m ii D ilu' J  li区 試 験 透 7/( 試 験

JEl l± 問TlT?
工 報 175915.戻 供試位の材申告型中 ! 日gg rlt21日

0. 35 

0，18  

貼付防水割成績表

1116 

商工省大阪工業 試機 所試験報告 愉ｾ

1 防 水 力

七メ y ト1，砂2， ロー タス 0，05の場合

:  | 力 内 る 腿 カ 1 (  1 時 n伽 渋 透 したフ附立方糠〉

| 地 に 封 し て 1 i付 税11.J (砥 )1一 一 一 一 一 ー ァ 一 一一一一 一

I  I  .. - -- .  - I  将泊モル F ル Ｔ ローダス入モノｾ ?l ノ.

i 浸 透 程 度 I 6  I  16 I  0  ｾ＠

1-.1. 1セメ y ト砂 Jil. びロ - ? l スの混合物 1( 0 に付温水 15 にてjr;! .m したる モル タノl を以て7 . ':; さ2 紳直径

5糠の供試強を訟り 24 時間浪然ある主主主義中に静置したる後 27 日nu混水中に波法したるも の を以て試

験 を 施 行せ り

2 セメントの強度に封する IIJ 作閉

5品 l1t 時 間 セメ y ト ロ- ?l ス入セメ Y ト

時I仰強度〈平方糠 l亡付}白〉 4 沼 Ｓｾ ， Ｓ＠ 30.8  

耐ElMA度。ji .方 糠 l亡付治 〉 4 迦 267，8  259. 9 

1扱 股 ド1，勉裂〈浸水法〉 4 辿 占九; 欣 なし 災以なし

Ｎ Ｑ ＧＮ はセ メ ｙ トに ｊ Ｚｬ［の￯Ｑ ｴＮ｀Ｚ の ｬ ｃ ｏ 分の Ｕ の ロＭ ｾスを Ｑ ｊＱＱ へ 位商 務省セ メ ン ト 試訟法 ＱＧＺＺ iV¥主主して 比絞 試 験



を録し た るものな事

前記せる如き数多きセメン ト防水掬] の主成分よりして大別して下の釘I <四種 に分つ事 が

出来るの である。

イ 桂酸ソ ーダ ロ 揮化カルシウム ハ 九h 脂 ニ 粘 土

廷酸ソーダを主成分としたる防水剤 此 の原料は佐泌土 ＵＰ Ｅ，苛 性ソ ー ダ ＵＰ Ｅ，の二者ｾ煮

沸しごて約三倍伎に百万め? こるも のにして普通7]( カ' ラスと併する結品j伏の肢居を眠 りて防水の

門的を建せしむるものなるも 、苛性ソ ーダは日立i烈なるアルカ リ性あるも のな る故之れにア

スフア ルト等を接鍋せ しむる 事は大に禁物である。

撞化カJ レシウムを主成分としたる防水剤 臨化 カルシウムは開煩であって臨は潮解性が

ある . 此の材料を入れ?こる防水モルタ J しを以て喰上Tこる壁 画は後に去って表面白き粉を吹

き、時としては水分を持 ちです「をかき にる如 き欣態を呈 す. これはモル タルの 中の臨分が

昼集中の水分を呼ぶ結Jがより と云は れて居 る。

油脂、粘土を主成分とせる防水商l 此れはセメントに混入して何等化事的費化合起さす・

して油脂はモルタルの表面に膜を形成して防水をなし. 粘土はモルタルの粉子聞のポイド

を充すを以 て防水とするなり 、脂肪性は一時水 をはぢ〈性質を有する がその混入せる防水

材はセメントと同化する 事がなし、か ら著し〈セ メントの強度ー を筈し、モルタ ル同志の闘靖

ブ) ; を弱めるものである 。

車なる セ メントモルグルには次の如き欠黙がゐる . 即 ち何等寒衿の影響な きモルタル塗

壁又は床等に筋倣れの生すもる 事 である、こ の原因となるものは セメン ト中に砧酸分 と化合

し切れない石次分が残存する矯めである 、此れモルタルが加水分解によって遊離石次を生

じて膨脹亀裂を起す のであって此の植裂よ り悶7]( が浸入す るのであるがセ メン トモルグル

ICll の遊離石次が斯る災ひを惹起せしなる事より遁れるには之れに必要なる政敵分を興ふる

べき である。

2  7 スフアルト防水割j

Ｑｊｦ 米より多〈使用され＿こる ア スフアルト防Ｗｫｾ附皐にｩｉ併 記 すれば 、 アスフアル ト防水 を

大目IJ して下の二精に分つ 、そのーはアスフアル ト金加熱 しつつ此れにル ーフヰング及び フ

ヱルト類金!l lli 付して相蛍の居を作成して防水足? とな すも の、他の一つはアスフアル トを ナ

フリ ー 、 揮殺油 等に溶 ｪｦＱ Ｈｏ し ａＮｂＮｃ 等の三等級に ｴｴＮｾ 皮を分り之れにア ス ベスト営混 入して鋭

塗 とするか或は薄きは制毛塗 とするものであって名併は種 k あるが原料は凡 そ同一であ る

アスフアル トを用ふる防水材の一般は多〈は前者である。

岡斎アスフアル トは共製造所日本石油. 小倉石油の両者 のブロ { ンアスフアルトを多〈

ｊＱｾひられ る、 叉柏村ー材なるルー プ ヰング 、 フ ヱ ル ト の主な る製造 ｊｗ は日本建築紙 工 、 同 島

謄用 化 腰、小林化殿 、イキ久間バプコ 工業、工夫ー月i上、建俗的合等にして 、此等の材料t ' 用 ひ

て防水底の仕様の出燃とせるは大脳省俸給管財局のアスフアルト防水工事仕様1-iーがある。

17 "  
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屋 根 葺 材 料 に 就 い て

富 士 岡 重

1  日本瓦 Ｈ桟瓦と 引 掛 ｴｾ 瓦Ｉ附土居 ＳＲＱ

2.  1下式瓦及古代瓦 ( 陶持瓦とセメント瓦)

S  天然ス レー ト及石綿スレ ー ト弁 杭

4， 金属瓦( 銅瓦と鈴物五)

5. 金属板( 5 : i : 鉛鍛餓板、同波似及銅版、鉛1安)

6  イa利瓦( アスフアル トル ーフヰング1

日本瓦 ( 桟瓦、引掛様瓦〉

日本五は裟暑ーを能< J i }j ぎl5J 根五材として我問では最も理想的でみる 、只之れ の欠勤は屋

ｴｬｾ の荷重 大なるを子 以 て小 屋キ ｬｊ のメンバ 一 大ならぎるを得な ｌ 、 。

現今瓦の製迭は円本金問津 kul l 々到る曜に 於 て1キill¥され る、共内我大阪附近に於て最も

伐の限れ1( l ( も多〈産1-1'， するものを順次述べむ。瓦の貨の 優劣は其地方の瓦の原料 となる べ

き土質の後手? に依 るものでめって京都庄は 日本随 ー と云はれ糸川・|令子I11産之れに 514ぎポ111支柴

山 ｪ 所 、 三 ｍ 産、 ｬ リ ｪ 石産 、 ｾ ｬ ｪＧｉＧＱ 八 ｬｨｪｩ 産 共次に 牧する 、 ｻｊ Ｑ Ｇｦ， 象菊間声をは鵠 ｊ ぷ甚 ｦ ご良きも のをｾ す

るも製造最少なく質の程度明石八木村庄同等伐にて 、fr}-l'， .&t のJ1立も多きは淡路を第 I とす

る 、 ｩ ケ ｮ の益 出約 Ｎ ｪ￟ Ｉ ｏ ， ｏｏｏ 役 、 三ￌＢｦは其れにｾＨ ぎ Ｑ ヶ月 の ｬ 奈 川 市 ＺＧＧＩＧＲ ， ， ＧＩＰＰ ， ＰＰＰ 牧なり ｯ st は中/i

.::1: e  1沙とを混じて作り共比は

I  6  
とせるも 'lh' 1際は此表の如き に依 ら争、)，(j¥、料 U)

粘土はアルカリ分少 き質 f殺事粘土を71¥相し、

幾回 も緋返 し i ヶ月以上放 置 しにるものを則

ひ 、 こ の 繰るには手紙と機被たｾとあれ機械繰りを上ときる。 一 定の 型 に て工作してへ ラ

府きを施し乾燥後温に入れて焼成す 。此のへラ瞬 きに片面牌寺、 ｬ 輔副雌ｾき Ｎ 雨ｼ自 ｩ 2 度。瞬き

等あり。両面 2 庄一瞬i きを最上とする . 而して篭の焼成熟度は通常 700
0

C と併す質際500
0

C

ｾＶＰＰ Ｐ ｃ 伎なり。粘土 の質 担加減 、 火祭の閥係上 、ヒ ぐ Ｎ 拾Ｚれ 、色村等生じ劣 等 品となる ｯ

ｬ ｦＮの放水量は京者 ＱＱ Ｎ ょ ［￭ｬｾＫｉ ￟ｅ南面焼 ＲＴ 時間試 験 にて ＱＶ ，Ｅ 、 岡 ｉ 印 ｩ ＲＩ 主購 にて Ｑ Ｚ ￭ｾ k 夫れ以下、一

般に Ｉ Ｍ Ｑ 商燐は Ｑ ＸＥ の 吸水量 、 淡路吐ケ土にて Ｑ Ｘ ，Ｅ 、 特 Ｑ 等 ＮＱ Ｒ ｊ 長品と併 する 普通品或は ｾｬ 立

ＱＱＱＱ は ＲＰ ，Ｅめり。 ｦｯ￭ Ｈｪｾｾに釘しての弧度は京都 、 ＺＣｾ州産の Ａｭ ｾ＠ 'fi 倣桁なる瓦は相首鼠く淡路庄

は最も似た ｭ 多 き なりの家試 の ｉ 政 ｈ えは 此れに相反し淡路ｩ￬ＮｆＮ最も ｉＢｊＧ 句 史 力 ｾ有し京都 、 ｾ ￭ｬ ｾＧ ｉ ・ｼ濃 の

はおI 桁なる五の凍出力2多し、。共理由とする jたは質融情なる l f . は火身、iの法透充分な らす 、ijl



い質組き] . f . は多孔にして火祭 の 湾透交分に 廻 りて loi-t寒 力を有する 所以となる 。試 みに瓦の

断簡i を劉検せば米州庄の 如志 賀 級幹J なるは i当〈 、淡 路庄の如〈質 の手吐きはN:¥し、此れは:f? i

土 の質 lこも 依 るが 、火祭の接透にも !剃るも の なり 。

瓦 の 等 級 順 位

三"九.- 事 ［ｩｾ p任 雨 前 勝 き i工 州 八 幡 派 同4 ji'jI  際 主

fI J :- iui 庶 き 1)1 議 溺 l同 派
fI 

泉 州 谷 川 pl -: 両 面[ 二 度 lをき 明石 八 木村夜 ドw 而 磨 き

11 Wi 刊{ 磨 き IVJ イ1江井 ケ比政

1/  

1/ 
J :- 面 磨 き 泉 州 中 泉 涜 ;:- 両I 隣 き

f司 ｊｾ＠ 雨而I 磨 き I工 州 八 幡 pt
/1  

I普 岐 作ー
fI 

iりJ ;行八木 村液
/1 

明 石 jを〈ノ、品長谷〕
fI 

明石江H-ヶ 島建
1/  

泉 州 rl" 泉 jt，t
fI 

1)1 激菊! 日] 成
1/ 

河 ぽ2
;:- iuI  !1Ji き 淡 路 内 吐

ケ 土

i溌 自主 斥

fI 
I炎 路 j窄 特

明 石 w. c火語長谷) fI 

米什| 谷川廷は常に片岡焼 きを製造し雨 i血]科 き以上は別 作文品 なり。 やIれも機瓦とづ |掛 桟 瓦

の Ｒ 種を製出し 、 民斗 Ｍ 、 日 ＱＨ ， 振 、地、丸、 須 ｩ 出 、府 ］ ｾｉ ｾ " 虫虫調 等の道具瓦之れに伴ぴ桟瓦を64

切込桟 瓦と揺し、 大 さり寸 2 分 1(1あ れ 三何産 には特 に本 2 分と 記 入せり " ij  1掛時 瓦の10主

は普通情 J.Lのが} 2 寄IJ 榊 し を1(; cす、然 し三t爪 讃111主旅に映り卒素'j Ｑ 掛姥瓦ｾ多 景 製造せし

閥係 k 僅か 5 分 の値遼ひにて! 坂質せし なり 。

土 居 葺

瓦又は金属板葺の下茸にして布li 板材 料は杉 . 側 、 娘 、 米14等 の手扮放と機械- ! 3 } 板もあり

杉 、樹 、棋 材亦味勝ち iこして手 N品は上等品で‘ ある 、|斗太は赤味勝 に比し・4おり易¥ＱＺｉｾＷｫを

直 接 受りな〈とも ｩＺ｜Ｚ￭ｩｭ 等の将来を 考 ふ れ ば赤 味材 ｾｭ ふべ きで あ る 、 背は手扮専門であっ

? こが後に至り機械扮 が出現し、材 料の如きも米材の輪入と共に米杉扮叡 の出現を見る lこ至

つ1: 。

近時は原料が1¥底 と 経 費¢閥1系上多〈は杉白 太勝ち 又 は米杉機械扮きを使用 せり D 地ブJ ・に

{ 火つては杉j支も土肘茸 として使用す 。者11舎に於は火災の成れ且つ法規上許 されない が悶合

に於ては柿板立 、杉 皮 茸は主jJ "I :" ｾ 有ー と共に濁 ｩ 立し＿ こ る 屋 棋 王寺［ 材として周ひられる、 屋 根

勾配色 茸足材料の選定に 沌 古 し屋根表面に防腐剤在住布せば10ヶ年間位大丈夫保も得へ い

洋式瓦及古代瓦 ( 陶器瓦とセメント瓦)

作風建築の榊力11に伴ひ共 建 物の調 和 上峨米 の型 色色イ?を取 入れ:_kl__: れ l こ若r - の考案ーをカ11へ

1: るも の例へば スパ ェツ シユ 、 エス 、 フランス 、 ドイツ、伊 太利 、ギリ シヤ等の 名陪を附

せ るも のあ り。古 代 J [ は茶室 、場〔寄屋 、:民他古代 のえ)!; 築物に肢 は し 抑 制t 色を施し . 形対'k

繁 焼、古代 、 商法 等大-:WI 分 'j !11H主瓦 il 同様にして下J ' Hこア ス フアル トフェル ト剖 IJ ふる ω

19 -"  



違ひなり。

向捺瓦の製産地は愛知j眠、岡山! 際にてセメント瓦は大阪附近にて多〈製作せられる 、陶

器瓦は少〈も、 700
0

C 以上の熱度にて焼成し、寒暑に曝すも能〈之れに耐ゅ。 セメン ト瓦

はモルタル製瓦にして 、セメン トの固着力強〈共形献を成し、セメントモルタルは 600

0

C の

熱度にて共凝結固化紙態破壊せられ火災に舎へば勿論支離滅裂の欣態 となるに至 る。且つ

モルタルの欠黙として セメ ント の遊離石次の作用に依り自然組裂を生じ之れを防ぐ矯め.

住酸分を主剤とする防フk剤混入毛 ルタ ルにてセ メン ト瓦を製造せられる 、叉多少色合の費

色ありて日光其他の影響を裳 り瓦表面に施しめる色素の鐙色を来す、陶器五は素焼に粕薬

ｾ 塗 り更に焼成せし 箆め容易に慶色 せきＧるも，ヒ メン ト瓦は瓦自開がアルカリ性を多分に

保有せる矯め 、之れに侵 されす也 つ 日光に燥 して費色せざる色素配合絵聞が必要にしてこ

は至難の問題なり。

天然スレート友石綿スレート

天然スレ 戸 トの産地は四園 . 九州、東北地方なり。古城! 係機勝産は古〈より有名なる産

地にして 、色は . 禁 、鼠、赤稿、背紘等大 き長約 40 c m，巾約 20 cm、!享 4 mm 乃至 6

m m耐水性にて寒暑に侵 されす・簡般に封して抵抗力なく遊1:: 脆弱なり 。石綿スレーは 「セ

メン トモルタル』に アスベストと若干の色素を混入園理柿して製出し平板の大 さは 400 m m  

!:l OOmm.  200 m m.  J享さ- 1 m m、5m m，6m m、各三種、色令は1) ( 白 、i炎黒 . 革、赤、茶 、

梨、維の 七種、此外に金茶 、小豆 、新級、大紅等の色合 ib ｾ＠ ，常 に! 享み 4 mm. を製造し

ありて 、5m m o  ｭｭ は日 ｉ ｊ Ｑ 注文である ｯ 天然スレート、石納スレート、は何れも ｮｾｾ 量にし

て外制優美 、経済的 なり 、使用 は 22

0

以上の相官勾配ある F室根に 用ひ きれば後日間漏れの

成れあ り。葺方は野地上にアスフアル トフェルトの下茸 を施し軒先二枚重ね天然スレート

は土特有: の批〈各部分共三枚重ねとな る様。 石和il
スレ { ト 重ね o c m、 以上重 ね掛〈る を

要す 、血皇制、棟廻り額11: し、天然 スレ ート の茸方は、魚、隣 、菱 、亀甲一文字、隅切到の五

植にし て 石 Ｊ Ｚｩｾ ス レ ー トの 王 ｲ 方は普通 菱形茸な る が時 に之れを 二つ割 りとし天然スレ ー ト の

如〈縦、横
a

文字: J ; : l : の主主; 方を?成す。

石綿スレートの耐駆強度と ｬ 汲 ｉｫｾｾ は大 ｩ 阪工業試験所にて試験を行ひ ｦ こる某製造合枇の ｉ ｲ｜ ｈ

IIpg強度は l 平方榊につき 5 1 U K.  G.  7J<分 8 5 % を含有するスレ ートを 48 時間吸水試験

し、
4 .42 Ｅｾ吸 水 し＿こり。

文折損試験にて 125 K.  G. 迄耐八り o

Ｑｊ ｪ Ｚ し此卒板スレートにて ｦ 街 ｬ 昼間来十 Ｎ 此 ｌｻ 三板スレートの欠勤ｾを袖ひ離々合理的の工夫を綴

し各スレ ー ト合引: に於てt J r奈を競ひ最近出現し 1こる筋入石綿スレ ー ト或は石キiii スレ ー トの

新築形ありて此れ等の名を列記すれば、六 叩ス レー ト。朝日スレート 鋭形3 東洋スレ ー ト

浪花型。新 日本瓦。問光 スレ ート 。高防スレー ト。キング スレ ート 。王子会石車ii1
ス レ { ト。

11 
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日本耐火スレ ート のやよひ型。やまとスレ ート 。

形欣何れも異なりと鋭t大同小一典、大きが! れも 大関 300 m m、色合は友 、黒 、架. 純、等

にして此中鍛造省に於て吸水容、折鼠等誤験せしも の。 1 枚 の重量 3，575 K. G. 放水量 6.

5 7 %、折損試験 32 K. G.な り。

浪形スレ ー ト、之れは在来の亜鉛鍍浪形餓板の欠航なる宰集中の酸類に弱〈且寒暑に ii

し直もに影響を象る等より同型として笑11- ' . されしもので、 jfu-t 酸、防寒、防暑に之れ"1 ふも

のである。色合は灰白色、大さ 、長 さは 5 尺 ‘ 6 尺、 7 尺， 8 尺の 四種あり 11"1 2 尺 4 寸、

j享さ A 品は 8.5 m m， B品は 6. 5 m m，銭骨・母屋、コド伺: f - 震と共間隔に従ひ之れを用ふ 。此浪

形スレートの主なる製浩舎耐: は。浅野スレート、東洋スレ ー ト、東京スレ{ ト、 11本石綿

盤製造舎枇、朝日スレート、等にして其茸方は在来浪形鎖桜と同様である。

金風瓦 ( 銅瓦と 篇 物瓦)

銅瓦は空気中に於ても腐倒! する事な〈時日の経過するに従ひ古色美を殻揮し外観韮Tご品

悦あるものなり。銅は凡ての良場開にて寒暑は直ちに影響し之れを防ぐに下地に「セロテ

ックス ｪ 等の如き絶縁材を用ひＮ落雷の危険に針し銅製の樋を設け之れに撚 ｴｬ ＢｊＪＩｾ ｾ 連結し

地中7 k 策ある 底に導き埋設せは可な りとす。

近時鋳物の技術非常に進歩し鍛鋳物瓦の如きは質総統な るものにして昼集中の酸化に針

し. 防錆塗料免荷i しありて、茸方は各れも 引掛模五式同様、楼の片面より釘打にて止めあり

てズ リ落の虞れ更にな〈賞に耐震耐火的なり. 重量は 日本瓦茸の約6分ノ i 以下のij 密室な り。

金 属 板 Ｈ ｾ鉛鍍 鏡 板及同 ｪ 良板 、 銅板及鉛板 Ｉ

亜鉛鍍鍛板、同浪板、共に銭板に5 l i : 鉛を鍍金し防錆 とす O 建築用として最も多〈用ひら

るは B . W.G. No.  ＲＴｾｎｯＮ＠ 30 {j'[ 1:す 。

銅板、卒板33: 、瓦棟茸等鋼板のみを以て屋根茸材とするもの少なし日本位宅軒庇、屋糠

谷樋として用ふ。建築に主として用ふる銅桜の大さは ｾｩｾ I  )く 1 寸 、長 4 尺 ，) . 享さは 、8 オ

ン ス - l R オンス位迄とす、これに雨函燐板、片面磨板あり。軒樋の如I < 南面見得掛り の

ものは雨面磨きを使用する、此銅板の大き以上のものを必要とする に コ{ ベル板と栴し .

3'  x  Ｖ ヘ Ｔ Ｇ ｸＸ ヘ Ａ 字 さ を ｭｭｾ 3  m meI) 9。

鉛板ｻｴ＾銅板と同様の用途に ｮｊ ひ、長さ Ｒ Ｎｊ Ｇ ｾ ＳＵ Ｑ 巾 ＶＱｾ Ｗ ＮＱ ｪ Ｇ 共厚さ建築に通常使用されるも

のにて口 f ニ付 臼 叉 は 仰 な り 。 即 ち 51夏以上厚であ る。

鉛の産地は濠洲、がl奈陀、印度 、米間等にして建築に使用するものは之れを銭たるものを

輪展機にかげ展し1: るものでめる。

便利瓦は アスフアル トル ーフヰング を以て茸 t ものであって材料は前記しにるを以L 7

T 目告す。
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石 川 純 一 郎

『餓』と「コンクリ ー トJ とは、 f量k 近代建築材料の盟Z嘆fごとして泉げられる。

まつに〈近代建築は 、『鍛』と『コンクリ ー ト』とによって生み落とされにと言ってい〉。

今日の新興建築に於ても亦「鍛J ef コンクリ ー ト』とは . その地枕を何物にも 奪はれては

ゐない。

しかし一言に近代建築と概僻しでも、『昨日の建築J と「今 日の建築』とを明らか に医別づ

けるものは 、「餓』と 『コンク リート J とではな〈して、寧 ろ『硝子J と『白色金届J とではある

まL、か。

ズツと見波したところ、 今 日の建築材料の 中で. r裕子j と「白色金属. 1 < らゐ 、準々 しし、

役割を演じてゐるも の も見官らない。

刊行子』 を考へて 見るし「今日の硝子J の、『今日の附子j 1こる所以は 、第ーに 、その完全

なる透明性にある 。

アルタ ー・ コーンのJ Vri i ! if 存在し、叉存在せワけといふ史I・にある。

従って裕子はその生産工業上の進歩に作って錠 k 大型に 、大山に誘導さ れる。

そしてその商の卒滑きや、或ひはそれから受げる、いかにも清潔な感覚や 、聴明な理智

の澄徹{ e 思はせる様なsil 貌や. 光綿の反射 t 屈折との生み出す微妙な複雑きや、等々々は 、

吾 k の持つ新感覚の具鰭化1:.' と言って言八ないこともあるまい 3

この黙中世紀守J 院の ステンド ・グラスの絢捌 き等とは甚し 〈速いものであ る。

『向色金属JI こ於ても全〈同様の ことが言へる ので、『白色金属品 2今日 の建築材料界の花

形 1こる所以は 、最もよ〈再々 の新感売に相通する或るものを) i J i有してゐるといよ、矧にある 。

即 tr 内色合jるJ も亦「硝子J と同様な性絡を持ってゐるの 1:.' と言へる。 ;むも 一方は透明で

他 J ; は不透明、一方は織脆で他方は剛紙、とし、ふ桜な相反性があっても 、会開から受ける

感じは共通であり、相似である。

苛: ては そのJ A. : 金時代を持つ 1=背銅や員鉛や砲余や煉鍛やは、今日 の感受に好過しな t な

り、ブロンズ仕上や金鍍金は 、 クロ { ム鍍金やカロライジングに置き換へ られなければな

らな〈なって来1=。

近頃の合金冶金隈界 の歩みは素晴らしい種々の『白色金属J { e 建築材料として供給して呉

れる。

建築金属材料の白色金属化は世界の趨勢 とな っ?こ。

“ 2 2  



画 立 小 児 療 養 院 ( 濁・ヱ‘ ソセン〉 建物 ＧＱＧ の 合ｬｬＮＮ其他 ｊＩｾＩ Ａ昆部分に総て ｾ ｭ 蝕鋼』がｻ史Ｉｪｊ

さ れ て ゐ る u

1二1 ， ドに 於 ｴ も「白色金属 ｊ 際問の傾向は近頃艶〈ぺき 加 速度ケＮｪｾっ て う い Ｑ］ 。扉 棋 や枠 に、

アルミ ご二ウム合金や ェツケル制令余力: 使ひ始められてうい L 。ショ ーウヰンドーやショ ーケ

ースのフレ ームや、51. . . は手111や 'j I手やHl u : や制管家具や等々々に ι ツケルやクローム の鍍

金力 ［￐ 臥倒的に用ひ られ始めて会 ｫＱｾ 。

しからば建築の構造的益支出li 的材料として の[" ( 1色金"&.11智代表 するものはや'1か。

言ふ迄もな く、 ニッケル及ぴその銅合金 . アルミニ ウム及びその合金、並びに 一般に 耐

ｻｩ 的 ｮｾ Ｈ ステンレス ・ スチ ー ルＩと 糾ぜられる ニ ッケル ・ クロ ー ム制の数段とでみる。

これから言へば、今 日の代表的 建築的『白色金属」は『含 ニッケル合余J 11ごといって了つで

もい h かも知れない 。

尤も アル ミニウム 合金中のジュラル ミン系のt n きi l，J、マンカ・ン 、マグネシウム 等に依つ

{ー ェツ ケ Jしとω関係O) u: . J I(なもの もありはする が、其他ω的ん と総て ニツケ IL ; を含合・して

ゐな いも ωはなし、ο

建築材料の次の時代は『含ニッケル合金i時代T二 と そ ん な 乙 とが言へ るかも知れない口

所 謂『白色金 属j は既に数世紀前から 建築家や工事家の手に在った。ェツ ケル、銅、亜鉛

の合金である支那の“ Packf ong" なども暴げられる。

しかし『裕 子J ヵ: 千数百年前から建築家や工妻家の手にあっ Tこがそ れは『今日 の碕 子J ケは

金 〈意義を異 にするといふ の と同様の意味で 、嘗ての「内色令属』と. 或ひは「含 ェツケル合

金J と今日のそれとは全 U llJ の 世界に在る 。
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国 立 療 養 院 の 浴 場 f渇・ヱ‘ ソセシ〉 主 主物中 の ｾ底部分に は 純て『耐蝕 鋼』 が使用さ れて

ゐる 。

人が今日を 或ひは I明日 ぞ『白色金属」時代 . ｾ 合 ］ ツケＩＱＮＭ合金』時代などと言つ ＱＺ としても

そ んなに 誇張 でもなし、かも Ｙ ， ｬｉ ｴ ｬＮｾよいの

そこで改めて「合 = ツケル介金; をサ ーベイして見たく なるけれども 、今こ〉で その 一ー

に樹れることは不可能にし . この小文の H的でもない c

しかしこれ を極〈 常識的に通覧する 上か ら前頁の一覧表を?婦げる。

か〉る多方面に 亙 る多額多様の「含ニ ッケル合金J 中建築と最も交渉の符 1i， るものとして

は先づ第一類「非織合金J からは「モ ネルメタル』そ. 第二類「餓合金』からは「耐蝕鋼」をピ ッ

クアツフ。せなげればなるまい。

表中に見られる様に、 『モネルメタル』は 6 8 % のニ ッケ) 1. - { t>含む ュツケル銅合金であり

『耐創! 鋼』は 7 %乃至 35" % の = ツケルを含み‘ 叉クロ ーム、 モリブデン等の相等比率を含

み、しかも茨素含量の低率な合金鋼である つ

その物理的機械的化取的性質もこ〉で樹れる徐地がな いが. 何れも建築的用途に於て十

分な強度と便度と 可延性を持ってゐて、づ| 抜〈ことも、ロールすることも、曲げることも、

打抜〈ことも. 針金とすることも出来るし. 化接的には アルカ リや高温瓦斯及び始んど大

部分の酸に耐える。

化摩的にそんなであるから. ウヱザーリングに封しでも相官の抵杭力は想像されるので

あるが. この一つの貨物試験は= ユーヨークのパンシルベュヤ停車場の罵根に用ひられTこ

『毛ネルメタル』である。これが 1909 年以来今日迄塵芥と煤畑と瓦斯との中にあって何等

25 11 



乗 馬 場 I 渇・ヱヴセン〉 は 物 中 のｾ具及 ｊ 主 他 ＷＩ ｾ Ｑ 認前 ｩ 分に ｬ 土 紛て 『 耐 蝕 鋼 』 が使附され て

ゐる。

の密化を起してゐないといふ。 『 科 ｊ 予 ｾ 者は最短 ＳＰＰ 年は大丈夫 に』と 言 つにと言って、そ の

稜賀元? こるインタ ーナショ ナノL ・ニッケJ l - 合計tは宣体してゐる。

『耐蝕鋼』では、御承知の通り 、同じ ユエヨ 戸 { クの例のクライスラ ー・ ビルの尖塔がす

っかり調逸クルツフ・製鋼所製耐蝕調布 = ロスタ』で被覆 されて、こ れ亦ウエ ザーリン グの官

職台上に登ら されて ゐる。

そして何れの金属も現在、一般に扉根、枠、ヱレベーグー のパネルドア ー、 ショ ーウヰ

ンドーやショーケ{ スのフレーム、補子天井のフレ{ ム 、商格子、手摺 、カ ウンタ{ ・ス

グリ{ ン、ラヂヱーター ・グ リル、電続器具 、棋示文字、ハン ドル 、: J lr板、 墓所用流し其

他 の器具 、鞘大にしてはI白山やオフヰスビル等の玄閥入口廻り各部 . 及内外壁耐の外装と

いふ 様 なも のに使用されてゐるか人 日 本ではま ｲ ｾ Ｇ まに自由に使ふ こと の困難を想、ひ出して

一寸なきけな〈なる o

昭和六年朝日ピルが率先して壁簡の外装や窓 陣 子枠等に『耐 蝕 鋼 ｊｾ 用ひ て嘗め＿こ 苦 し み

の大費なもの であつにことは 、建築家や その闘係専門家建には直ち に想 像 されゃうと思ふ

が、しかし今円に於でもなほ 、債絡の知や技工上の困難は取り去られてゐな い。

も一つ これ等の使用を概むものは . 日本に於げるマ ーケット ・ホーム の貧窮である。

この駐外岡に於りる 『モ ネルメタル」や「耐蝕鋼』の標準型の県富さをうらやま ざるを得な

し、。

今一 例 として『モネルメタ ル』のマ ーケット ・ホーム を穣げれば次頁の闘の通 k その選

4平の向山きが思はれる。

11 Ｎ ｾＶ＠

以上F戯れ fこ『モネル メタ)]... ｊ や ｾ ｬ ￳ｪｈＱＱｴ 鋼 ｊ の 他 Ｑ こ前 表の「 ニ ッケル青銅 ｊ であるとか 、 又アル

ミェウム、 銅を茶礎とする 合余であ るとか直接に建築的材料として使用されるものを傘げ

ることも出来るし. 叉間接には種々の令余が建築的に使用さ れる。例へばワイヤー・ グラ
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スの針金として「低膨脹令金J が使用される様に、叉更に建築の意義を院義に見 て、建築に

附帯する機械的電策的設備迄を考へ るならば、その方商に於て 「含 ニッケ ;t.-合令』の建築に

闘係会有すること極めて深きも のがあ る。

か〈考へれば「含 ニッケ ル合令』も亦この特輯披『建築材料 J 中の一部の祇隔を占領する械

利カ: ありそう L 。

のみならす ｦ 硝子 ｊ￨ 相並ん で、他 のあらゆる 材料 の尖端に立つ とし、 ふ怜Ｂ ， ｴｾ 持っ てＮこ

の特輯続中 lこ牧まってゐてもい〉 のであるまいかコ

私はこの小文の最初に「今 日の建築J を『昨日の建築 ! と阪別するものは「椅子J と『白色令

属 j ＱｾＧ＠ e云つ 1: 。

そして叉今日の代表的「白色合属品: 殆んど線、て『合 ニッケ ノL 介金Jrごとも 言っ た。

しかるに新興建築への花形的材料 1こる彼等の何れもが我日本に 於 ては、柿[ . 1 < の附得の矯

めにまにま 1:.' 吾 々の思ふ様に使用出来な いことは淋しい。
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ゲリユシフェ}I，.. 卜高庖 ( 濁・ベルリシ〉 入口 廻 i隙扉 、枠其他何れも『耐蝕鋼 J によって作られてゐる 。

T. イ 一 ト ン 百 貨 庖 〈力十ゲ・トロント〉 食党 内 パ; / ｲ Ｎｾ モ ネル メ ♂ノ ｾＮｊ｝ 製の手持 Ｑ

( j  2 8  



T.イ 一 ト ン 百 貨 庖 ( カナゲ・トロント〉 Tl ;えグ 9 Ｉ ｌ 等はｾ ， ｾ ネ ノ ｌ メ 担 ノ ｌ ｾｊ＠
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ユニオン・トラスト・ ピ) l - ( デトロイ 〕 銀行営業主 への 入口起り 『ニ ツ う Ｏｾ鮒 Ｚ ￮ 命』に よ るグリノ ιｊｻＮｻ 也
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u' .= ヴ ケ ル 銅 合 金』製 ，1 風
文様はサ y γ プラス ト・ステ γ シルに よって作られて ゐ る。
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ホ ソ イ ト プ ロ ン ズ 乞 其 の 製 品

池田

r. ! = 

邑 彦

近代の新しき建築は、共の明朗なる感じを表現するに、最も趨はしきは、透明と白色で

ある。ペンキ色タイルも金属も、 白色叉は之れに近い色のものを要求せられて居 る。而し

てペンキやタイルの白色は得易きものであるが、建築用金j品に於て巨 l色のものは得難き も

のでゐつ 1:: 。然しアルミ ェユームの製is" が隆iをとなり. 叉= ツケル及クロ{ ムの鍍金が工

業的 lこ普及せらるるに及んで、白色合屈が目立って多〈用ひらるるに至ったが、元米鍍金

は剥げ易し叉アルミエユームは軟弱なる上史に附剖! し易〈、建築金物としては耐久力が

少い矯めに. アルミ ニュームの合金或は ニッケルの介金にて: 辿営の硬度と耐銃性を有する

ものの製逝にブJ を注がるるに 及び 、ス テン レスス チール. ジュラルミン 、及ホワイ トブロ

ンズの川現ぞ見ることと なっ 1:: 。 このうち加工のibt も存必なも のは、ホワイ トブロンズで

ある。以下少し〈これに就てたsベて見ょう

1  我闘に於てホワイト ブロンズと稿せらるる ものは、洋銀と問先月であって鮒と ニッケル

及型鉛を共主成分としたものである o i.芋銀はすでに 18世紀の頃. 支労11から肱雑巳に 入った

もので. 其頃白銅と栴せられ 1:: 。其後調j f ! ! ，に てアゼングンの名mで製造せら れ、又別名を

ジヤ- ""' [ ' ン シルバ ーと云れてに 。共後峨洲大戦後 ニッケル シルバ ーと云はれてゐる 。而し

て我閣にて、ホワイト ブロンズと云ふ名陪の用ひら るる のは ‘ 此の合金の成分及性質が .

プロンズに柏! 以て居るからであらう。ブロンズは銅を主開として之れに錫を加へ? こ合金で

ある口元も亙鉛を合tr が、令金の性質( 物理的及色彩) に多大の影響を及ぼすものは錫で

ある。( 含有量は少くとも) 錫は柔軟な性質を有するも、之れが銅と合せは'銅に脚| 主を? 興へ

る。叉銭i主に封しては頗る流動性を増し、 よ〈鋳型の隅 k 主主流入する 。然し他方可鍛 |生を

失ふ。僅か 2 %以内 の錫 ft 含有 するも のは 可鍛性( 常温) あ れども 、之れ以上 lこ及ぶものは

鋳造用であり 、且つ 5%' f t 以て殆んど限度とせられて居 る。今吾 k がホワイトブロンズと

僻 して建築装飾に賞用す る ものは、前述プロンスに非常に似て居る。即ちホワイトブロン

ズ色 、矢1長り銅と錫の合金とも謂ひ得られるプロンズの銅の一部分をニッケルにて置き替

へて 、- M; の銅の色を白〈しにも の と百11ひ得らるるからである。この錫 2 %内外を含有する

黙が、共の色彩に於て特に一段の落付 きと軟かl床を加lへるお¥であらう。

2・ 市場 品 としては 、板 、丸棒 . 角伴、管、'; I抜 、型物及錨塊である。
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3. 鰭遺品はその配合の良いと守は、極め τ 豪華なものが出来上る 。其の色爆は、白きう

もに温和な感 を輿へ . ニッケル或はクロ{ ムの如き冷やかな感じ無〈 、叉アルミユ ユーム

或はジュラルミン よ りもJ t t : 重なる威容を備へ. 新らしさ建築接飾として極め て良い効果を

表は すも のである o 然 しながら配合の貧弱なるものにありでは 、色津優れす・、 謂所底光り

な い 何 とな〈 曇 りが早い。( 配合の貧弱 とはニ ッケ} L - 及錫の量の 少きものを調ふ) 叉色

が帯黄色となる。

ホワイト ブ ロンズの鰭迅 は一般 に容 易な らぎるも の とされて居る コ共の困難なる鮎は、

融解駄が比車交的 高 し 950。乃至1180
0

で、 鎧込にはこれより 1 0 %乃至15，%の高温を要する
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1! i  2  ｾ胡 言語銀行カ ウン タ ー ス ク リ - :y
住 友 銀 行 東 京 支 応

ホ ワ イ ト プ ロ Y ズ板& ぴ角 パ ー を 組 合 せ た る 検 め て 簡 素な作 品

から、亙鉛が沸騰し減じ瓦斯ｾ含み Ｎ 鋳型の瓦斯抜き方法不油首なるとき、或は日Ａと般配合

糊が不充分なると引主、質粗轄となり易し甚だしきときは恰も締石の如き鋳進物が1+1来

上る。 然し ぞれ程ひど〈な〈とも、内部に多〈の気泡を包戴し 、表聞を印j り仕上ぐるに従

って. ::9( k に其の気泡が現はれて、使用に耐え 5 るものとなる ことが甚だ多し、。此の詩め

に幾度も鍔直しを要し、思はさ' る多〈の日時を費すこ t がある。斯〈の如き始末に至る原

因は前述の股酸不充分にもよれども、形妹にも大いなる闘係がある。中空 の細長きもの.

或は帯余の古f I 苦肉薄〈長きものは、先つ' 成功の見込みが少し、。共他大形の部き板のtmｾ形

扶のもの も困難であるから 、設計者は、錯浩専門家の意見を聴きて各部の寸法を定めるが

良い ，而 しである鋳造家は、鋳込み前の股般には. マグネシユ{ ムの少量を銭迭の直前に

添加するのが最も効果ありと 言って居る。然しその添加l方法、或: ; 1. : 湯カI!減各原料の混合温

度 、並に湯 口の設げ方等種々の131に秘法があ る様で 、 それf ，: げを聞い1ことて寅ー行の方法は

否。々素人に は覗 ひ知 ること は閤雑である 。

4. 次 に此の合金の成分の二三例を示して見 ょう。

0C12  2  ー名 銅
錫 其 他 J商 要

ユツケノ1 - ｾノ ｌ パー
65. C% 18.0  :  17. 0  

十 代 田 三 郎氏

洋 銀 60- ベ&5 12- 22  18- 23  
錫鉛奇宇 演 住松 二 郎 氏

Al pakka 13  19.5  銀 2
/1 



Ambr ac  74.5 7J J  Y  滋住松二郎氏
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5. 物且柏句性質 二 三里占{ t ' 示せば次の虫nし。

比 重 8. 3- 8. 7

融1符黙 !l.'i OO_ l LRO。

抗張 力( 軟化材料

¥ ! t l 号延材
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6.  手入れ方、雨露に曝らされる場所に置かれにものは共の商が次第

に淡黄色を帯び て、色津が悪 〈な る@ 然 し腐蝕す ること は無い。 燐 L、

1: 表面に. ラック、 ラッ カー 等を塗つ で も矢張り色津のき電化を司王すか

ら. 光穣を良〈保 fこせるには常に手入れをするが良い。燐かれに表面

を常に美し〈保つには綿布に磁油 ( 機械油の無色純良なるもの . ホワ

イトオイル の類、石油に非 らす) の少量を含ませ fこも のを以て拭ひ .

然る後乾燥 し1: 綿布( ボロ) にて輯 〈拭ふ。飴 り力 を入れ て摺るは良

〈なし、。僅かに拭 ム程度で良い。隔 日位 に拭へば、色: 津は次第に良〈

なりて . 三四ヶ月後には質に見事な光樺となる。此の他何等の薬品 も

不要である 。曾っ て金属燐禦品を用ひ て失 敗 しに事がある。或現場で

扉を釣 込み? こる設 問応前荏 に下村その一部分が少 し曇りを生じTこから急:

に光揮を直ほしにい主恩ひ、オセダ ーポ リツシ ユといふ員総腐を用ひ

? こ所が. 共の表商が黒 色に質化してどうしても 直 らす、 関山の時聞は

迫りて金〈途方に暮れ? こが、止むなく遂に、 扉{ t ' 外して製作し? こ職工

を招き磨寺直しをさせに事がある。之れを要するに油集める 11i { t ' 用ひ

てカラ拭きをなす のが最もよい。

7.  ホワイトブロンズ鍍金 、近来ホワイトブロンズの流行に1' 1' ひて、

ホワイトブロンズに似1: 色揮を有する鍍金方法が稜明され1: 。これ

第3j 量l ホウイ トプロ 〆メ

鋳 物 製 外俊

東 京位 友 ピJν デイシグ

3 5  11 



日 36

は恐らくニッケ ;t. . 鍍金 と同じ ものであらう 。僅かに手法を異にする 程で あらうが、f1i ホワ

イトブロンズに似て照る。鎖鋳物に此の鍍余念施したものは室内に用ふれば 、銭放しのホ

ワイト ブロ ンズと良〈似て 、l竹来 が良い:場合には非常に商白いものとなる。最近竣工しに

東京 日清生命ピル 、生j : 友ピル 、菊正ピ ;1，.. ( 数寄屋橋 ) 等に 月j ひられて好許制導して居る。

銀銭物にホワ イト ブロンズ鍍金 を施す場令には、次 の) 1 阪序によるのが好成績を得られる様

である。

第 1 府 カドミユー ム鍍ｾ ｾｩ＠ 2 居 ニッ ケル鍛令 Ｒｦｾ＠ 3 居 銅鍍 金

第 4 唐 ブ ロンズ鍍金 Ｚｊｾ＠ 5 唐 ホワイ トブ ロン ズ鍍金

鍍金 に要する時間は l : li 夜以上 を要する 。

鍍 金 を砲し＿こも の は Ｎ ｵＧｩちに 表 的 ｩ に、ｾ色 ラ ッカー を ｬ 吹 き ｈ ｖＱて色 得 金保 証ｾ するが良し、 。

民鋭 、ブロン ズ傾 の加工品に、ホワイト ブ ロン ズ飯合を 地して、現場にて組立 てるとき 、

往々鍍金商 を損傷すること があ る。此 の場合は、現場にて 、結 メツキ と僻して、小型乾 屯

ｪ 也をｦｬ｝ｊＭ て 、 現場にて ｦｬ ｾ ｊＺ｛ の鍍金を 施すこと が ｈｩ ポる 。

8. ホワイト ブロンズ色 ぺンキ 塗

鍛或は木製品を? ペ ンキ塗を以てホワイトブロンズ色に仕上ぐることの必要に迫らるるこ

とも あら う。共の仕上げ方を少 しく たl べ

て見ょう。錨なれば強め錆 11- . めを施し、

更にア イヨン フイ ラーの類を以て地付げ

を充分施し、之れが傾化した る後、:wr石

を以て7. k: r i f f ぎを施し. 表面を斑な 〈手入

れを震したる後、ホワイトブロン ズ色ペ

ンキを塗るのである 。此のペンキは 、ア

ルミ ニューム粉末とプロンズ粉末( 何れ

第 4 阿 入 口 の 扉 もペ ンキ用悩上品) とを. 各 5 0 %，或は

アル ミ粉 4
0

% . ブロンズ粉 6 0 %の割合に、混合し練上げたるペンキを用ゆ。共の色合は、

使用する 場 所の光線のI i i : . 或は周閣の色の反射等によって 一様で はない、其の場所に l感じ

て調合を多 少費更 せねばな らない。斯 〈て染上げにものは . 史 に表面を ラッカー吹付げと

して光揮 を 保 t: しめる。向塗付 げは 、すべて刷 毛よ りも 吹付げ 塗の方が結果が良い。

次 に 、 こ の種の白 い色 のペンキ 主 主 の 表商 に 、 手折Ｍ等 の 汚烏ｾの 附 着 しに場 合 、これを議す

には . 上等化粧石鹸の搭液を脱脂綿に含ませて 、特〈摺 りて・洗ひ蒸し、直ちに水にて拭ふ

がよい。却費油或はベンヂンを用ゆることは 、主主料を弱ら せて 、結果が良〈なし 、から 注 意

を要する。以上些，f; mなこと の様であ るが 、貨は秘悔の公開である 。



木 材 の 市場
ロ

ロロ 概 況

酒 井 勇 三 郎

市内に版賢せら る〉 木材 はその用途も積汎であり 、材 聞 も 非 常 に 多 し そ の 摩地も亦内

地は勿論 事 的、梓太 、朝鮮 . 露符ii宮治ナ| ‘ | より米関南洋にまで及ぶ ので、これを? 詳述する

ことは容易でな し、。今は唯鐙築 JJj材oe して の木材につき、 組めて社撲な調ベを簡草に記述

すること〉する。

蓋湾 檎材 集散地は続束及び花i出港で 、雑uミ産は IRI質良〈 白色に五ij 黄金色を?41Fぶ、花蓮

港産は赤色の縞があって 、概して品質は前者に劣る 。 これ等の益構ぷ材は従 * 主として話11
1

枇悌閣の建築汗j 材として多数を内 めて居 たが . 近頃は一般建築用 材として次第 に進出し内

士制作材をl膜辿する形勢にめる。

木曾御料林櫓材 集散上也は名古屋で本邦姶材 ｾｉｊ その ，［，Ｇ， Ｑｴｴ はｾ，ＨＱ［ＭＡ立である 、 特色として材

の色が Ｇ￰ ｬ こ 高 ｾＺ ｷ で著しく光搾に富み 、 識かな芳香Ｚ制民し 、 工作が容易で多 ｵ 二狂ひが極めて

少 な し 腐 朽 に 良 〈 堪 え 、貨 に木材 の王者である と隅~て居るが. 従っ て1f( 額が肢でない

から 、制I祉併l組、立人富豪の家屋建築には訣くべからさ' る良材ではあるが一般向きはせぬ

矧Eひが ある 。

吉野産材 附材は品質イミ曾産に琵ぐ良質の材料で、末口卒均尺位のものが多い 、長尺物

や fiJ材全得るに便利である 。

杉材の主要産地は大和幽偲). 1二Hlr 下市町上市 IU]"等で高級事ナは重に酒造用材 の酒冊降丸に使

用せられ、第二位に属するものは醤l l I J陣丸に使I ' I "Jせられるも 、一般建築)l j 材としても天井

板同担縁竿縁等の遺作材に使用せられ 、機刈ニ産の杉長丸太は近時浦裁向き込場丸太として

輸出が多い。

紀州産 材 相材は品質第三{i r . に屈す 、長さは 1 間以上 31間迄で主 として小向が多い 、産

相が豊富であると 、 償額が安値なｾめに近時闘西に於て需用成い材料である。

杉材は近年北口Ｚ桧材比較的高 Ｑｾ の馬めＮ需用漸〈紀州杉材に特 免 せ ら れ、近頃 その 進 出

目賢しい ものがある。

杉 材小丸 太は新富市古 座港 日置地等が その集散 地で 、 ｱｊ 丈丸太はｾ＼ 口 Ｒ 寸 ｪ う 至 Ｓ 寸 、 大

丈丸太は末 日 3 寸 5 分以上、 2 間丸太は末 口 i 寸 5 分以上 4 寸位でみる。

杉板材の主産地は新宮・市で、近時償額が北海松材に接近せし矯めに 、開 閉材 の尺延び と

品質の強 き黙 よ り堪板用中板の如 きは頓に需用精力Hの傾向を呈して居 る。

土俵産材 倫材は木曾吉野に:illf(: 良材で長 さ2 間迄は 末口卒均尺位で長 さ3 間乃至 4 間
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物は末口尺以上のものであるが、近時仕入 n'i' l i'iJ i で見るぺき ものがない。

杉材は品質の良い材は醤油降メL に使用せられるが怨築 IH材 としても亦天 井共1也の造作材

にも使用せられる。杉材の丸太の外に栂椛搾等の丸太も産出し、松の-JIi1ff:J も声差出する 。 殊

にt抱材に於ては栂雌松等の営林署官行材が豊富に出荷せられて居る。

松田杉材 主産地は能代港で主として天井板類である 、flt 阪及び紋目材を通じて箇別を

15 通り許制こ} . l ljf これて居る。

日向権材 主 主して椛天 井阪及び立E R 分板でその内天井 |友は土陀産 よりも好評がある。

米 材 米材は精陥に分類すると非常に複 雑となるが、大関に別てば米倫. 米杉、米松‘

米 tnで通用する。その内米檎は丸太 180寸上t立で近頃の償額は l 立 J; J-!.. 1  1急i以上 1 ltI l30主主i_，:r.

で主として建具材に使用せられる 。米杉は丸太> 1 ミ円 18吋上U 吋位で割材も輸入せられる。

主として安債な建築の天井板として椛板、板目、 杢洗111等として使用せられ、そ の他出作

材にも使用せらるるが不快な色に貸す' る扶執がある 。米松は丸太としては 1811.]- 上より 3
0

11.]-

位犬中小角板子床板等の製材品も輸入せられて居る 。米締材も亦丸太は 1叶l寸上24吋! i r . 小角

材も多〈各積の説材フ ロリング、 シーリング等にも製材せられて安債の建築に確に使用せ

られる。

北 洋 材 此は中丸太 6 斗廻大丸太尺日上位のもので北海官材が殊に上丸太として僚も貴

いコ丸太で搬入せられて各種の用途に製材せられる 。

紅松丸太 浦E籍、最も償責〈尼港沿海州材これに IUf ぐ、主 として板 類に製材せられる J

白松丸太 これも沿海州、北部太等の露領材で ある 、用途は紅俗丸太と同様である 。

北 海 難 木 材 北 海道産で朴丸太、桂 、松 、盟土也、跡、 ;愉. 樺等のfrJ材 が首市に搬入せら

れ家具材 ベェ ャ用材其他建築材にも使用せられる。

南 洋 材 主としてラワン材で丸太及び板子で輸入せられる 、こ れに赤自の二国ある 、伐

採時期によ るものか虫、客の般鈷がある。

共他 ベニヤ板床棚 材料等の既成品があるが、 それは説明金省略して芸大に各極材料の大慢

を表示すること〉 する 。

各 種 木 材 時 債 表 ( JI ?pf. u9 年 l 月現 的

名 有E 寸 法 及 形 脱

聾 湾 指 九 太 | 長 二 間 末 口 寸- 3i 上二 寸 迄

板

角| 長二間 三 3i. 角 、 四寸角

子| 長二聞 け1尺内外

天 井 板

( 紅 檎 31長 一間 rll 種々 j事二分内外

翠 イ立 償 制

尺 f 一本 = 付 | 中 材 ￥ 18∞- -19 00

上 材 24.∞- 2 6_0)  

尺f 一本 = 付| 無 節 37.∞ 

| 無 節 40.∞ 

尺 f 一 本 = 付 | 厚 三寸 五 分 ト 四 寸 ノ 二 種

床 犬井 板 モ 含 ム 、 木 質 柔 軟

ナル モ償比較 的 安 ク 杢 目 美

ナル銭メ需要多シ



長 官 槍 九
太 長二問 末 口 尺 .1':_! - 一石 = 付

長 二問 末 日 尺 ー上 一石= 付
16. 00 二間以上ノ長尺

一石 ュイサ

物ノ、 三 割 ｾ ＺｉｪＱ y ト

長二 1: 1] 中目七寸¥ヒ末尺 迄
12. 00 ス

長二r : n 六以下( 末六寸以下〉 一石= 付 10 α3  

角 長 丈l!z ニr:日 三 五角 一才ヱ付

( 二 方 制 曲i四寸角

三方無 地 .85 十五尺物

四五: 角 四方無地 50 ノ、ー害|戸信

ヨイ寸角

三方無地柾

1. 30- 1 .50  

も反

長 一 間 九 尺 二 問

一 才ェ付 ￥ .90 以j 二 1. 50 位

子 111四寸上尺迄厚問寸.. Ｎ Ｗｔｾ 寸

建 具 材 長一間 j享一寸二分

手ifi 別 椛無地 、無節節、最1:'.1]、

]ノl、ノj、

板 知 長 一 間 四分板〈正二分干i. flIT)
稀上小館i ￥ 16 ∞ 

迄 、四分板
大経上無節 1300 

六分板〈疋 二分二庫〉
ニ苅2 入、ホ

同上小針j 11. 00 

分t反一坪入

最上ノj、節 - 9 ∞ 

飛切小節 6 ∞ 

官ii 4. 00 

長 二 問 末 口 卒 均 尺 尺F 一本= 付 ，¥!，'i'i: 込 ￥ 15.∞ - 16 ∞

長二 IHJ、三間 末 口尺トー

杉 丸 太 長二r : n 末 口尺 尺f 一本 = 付 中 日1 11. 0<コ

締 丸 太 長 二 問 末 口 尺 四 寸 尺〆一本= 付 中 J 8 ∞ 

縦 丸 太 長二 1: 1] 末口尺四寸 尺F 一本 = 付 rl :1 ｉｉｾｉ＠ 8. 00 

搾 丸 太 長二 IHl 末口尺子i 寸 尺f 一本= 付 rド 品 19. 00  

松 押 角 長二 IHJ 尺 尺f 一本ェ付 '1' 品
日50

相 手 保 利 長二 r::j 、火 、三 沢角 一才 ュ付 1∞ - . 70 

四寸タl 七1]、 何1 60- .50  

四寸撚 111.'1i .寸上尺迄 IJ、 前 . 50- .40  

三五 終 111こ1i寸 h 尺迄 Ｚ ｾｦ［ Ｎ 材 .20- .14  

縦 材 長二 rm 中 制 一 才= 付

並 制

自ij

大 三寸

ー寸角

松 微 材 長二n:J 問寸角 ー才= イナ 無向j Iソト桁l 料相手ノ ー

三 五 盤 割 安

四寸鰹 31f ; _ 材￥ .13- . 14

吉 野 材 検 丸 ヤ ニ問 … 均
}ミf 一本= 付 中 材 ￥ 15. ∞ 以 上 20. 00

上 材 25 ∞ 以 上 5つ00

挽 材 諮 寸 法Ｈ長尺物角 材 ヲ得ノｾ : . 使

.20 以上 30 

ホlナリ〉

一才 = 付 ヒノj、節 .30 以上 50  

無 節 ＵＰ 以 ｟ ｉ ｾＮ 1. 50 

杉 材上等材ノ、荊建樽丸、第二位材ノ、答? 由栂丸 、其他建築材 = モ使用ス

杉 丸 太 長二三間 末迄日一寸五分以七 四寸I |  足場材料
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IIJ 三寸八分
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I享七分五麗

rlJ 三寸一分

割

厚 一 寸

大

正 一寸 一分

大 三 寸五堕角

f末口二寸

杉 板 獄 | 中丈丸太 j ニ寸五分

長 一 丈 ) 寸

大丈丸太 1末 u

長 一 丈 L 三寸五分以七

二間九太 f 末仁l 一寸沢分以上

長 二 問 l 四寸位

三間九太{ 末 日一寸ヨ子分以上

長 三 I悶l 囚 寸 伏

r 中 核 厚 四 分 五 厘 目 立 分 1¥

長二問 ! 正 八 分 板 厚 六 分 五 版 12寸以 L 11上 放

I  ＮｉＮ ｾ ＭｊＮＮ ｉ Ｎ ｉ＠ J.. I! 小 節

( 7r" - J . . -H;; '  TEi ' ."1 L ¥.  =r: r m 111 六寸以上 1¥

、正一寸 板 厚八分五厘 1，> 

)そ主主 II  

11 上 小 節

f  ＭＢ｟ ｾ ｌ ＧＭ ］＠ "" - /_:;. rl1三寸以上 1¥

I l l k : 六分板厚三刀尺ニ迄 1¥無 筒I

長一間 ( - ｾ＠ 11  

{ 並 四 分 板 厚 二 分 EZ以上 11

米 材 米 檎 丸 太| 長 二 !日j 末 口 吋 上
一立方 = イナ ￥ ! . CO以上 1. 80 位

米 杉 丸 太 長 二 問 末 1-1二' 卜四日ナ上 一立方 = 付 1. 35 

長 二 間 末 じl十 八 11ナ上 一立方= 付 1. 05  

一立方= 付

1. 47 

ヤ Y ツ〉 中 材 l.33  

米杉天井板長一1 : 1 ] rll 'l- i. 寸 ーl二尺三寸

一 坪 = 付

( 厚 一分 四 箆 及E 二分〉 2.50  

叡 目 100 以上

2.30  

杢 洗 IH 2 0 0  以仁

: 0. 00 

末日三十日ナ 一 立方 = 付 上; j ; j
.95  

米松九大 ｼ 長上 四 吹卜二二十吹 ｾ 末 口 二 十 四 吋 一立方= 付 上 材
.90 

.82 

末日十八 n，f .r. 一立方 = 付

中 材
.72 

米松大中角 I nc 組 合 材マーチヤ y 一立 方 = 付
.85 

サウ: y ｾＮ材マーチヤ ｹ 一立方= 付
.83 

米 松 小 長 二十尺 四 日ナ 角

米松板子長四十吹迄巾寸で二目、t J-. 廿四日主主包

( 厚六日ナ〉
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百石= 付

l 北 俸 太 産 六 斗 廻

太| ヰト丸 太 六 斗 廻

;f寸| 栓 角 二 石五斗廻

柱 角 二石五斗廻

車現地 角

〈楊角〉

楢 角

樽 角

メ

品

川

木総

司

海

三石廻

三石廻

ニ石五斗廻

900OJ - 1，OOO.∞ 

百石 =イサ I  9∞00 

百石= 付 I  1，2∞.00 

一立方 = 付 I 1. 80 

一立方= 付 | ノレンパヤオ 1.90  I  

L 伝一 ーに- - 127 よ一一一 「- - i一一一一五 一一|

f FF  15二分五孟 「 平方尺= 付| ‘  .08 

.13 

￥ 百石 = 付

末口廿四日ナ上

長 十三尺 上

11 

rll 六日ナ上

ダ パ オ 産 ( 赤 〉

同 〈 白〉

!J y ギル o赤〉

長 八 吹 上

ラ ワ y 丸太

子板

11 11 
検

5

3

9

8

 

1

1

0

0
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( 棋〉様

.03 

ＮＰＷｾ 応

.085  

.075  

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 
y  ワ

捕

7  

1/ 1/ 

栓

床 棚 材 料 調 及 時 債 表 〔昭和 9 年 l 月現 在)

産地= 依ノι 断 |傾
ー

訓

U
地.i1l!: 

寸 法J . k . . 形欣

寸

九

七

前

レ」

、

以

九

母

寸

、

彫

三

角

前

f

p

t

t

 

手再名

優

劣

士

口

北

日

近

15.00- 70.0コ

30.01) - 100∞ 

30∞ー100∞

10.00- 40. 00 

2. 00- 2r.Q.00 

2.∞- 200. ∞ 

偽自ii 印 度 支 那

伴

野

山

向

江

1/ 

1/ 

市

古

川

初

日

近

鳥

大

日

北

柱

tt 

柱

床

刀 木 床

撹 床

同

枕

-
"u

t-

-
-m
A
 

餓

紫

劣

俊

俊

劣

野

山

向

江

村床キ手

6. 00- 80. 00  中主床事異

俊 劣 ナ ジ40.00- 200.∞ 
取

利

向

山

柱同ミ材

4311 

優

劣

向

山

日

北

4∞- 40.00 

7. 00 

2，00 ー 15. 00

2.∞-

社=

柱

柱

床

床

床

ヰ公

治

木

一，n;

人

雑



日 向
日 向 俊

機 袋 書 It-;-; ｲ ｉｊ Ｍｾ ニ 寸 一五
佐

7.∞ - 1∞ ∞  

土 佐 劣

寸 淳 一寸 二三分

同
戸::::t台f i湾

500- 50 ∞ 劣 しみ ア リ

栃 袋 書 |見 蚊 卑. 3 ∞ - 40. 00  

黒 縫 袋 書 院 偽領印 i1f. 支那 18 ∞ - 30 ∞ 

紫 檀 袋 書 院

11 30. 00- 1∞ ∞ も長

同 d
南 洋 15.0 0 - 30 ∞ 劣

企銃 刀 木 袋 香 I史 偽領印fJt 支那
30 ∞ - 100.00 

松 袋 書 院 内 地
3 ∞ - 20.00 

目撃 木 袋 書 院
4.00- 20 00 

機 袋 書 院

内 地

4 ∞ - 25 ∞ 

内 地 優

ｾｉｊ＠ 海
北 海

g-; 

槻 〈穆 ) 地 板

日
|古l

35.00ー 130 ∞

rl J三 尺五寸
j 二 佐

同

厚一寸

蔓 i鍔 3Cl ∞- 60. 00 

栃 地 板

但 シニ Il iJ物 ノ、

岐 五1 8.W-ー 2J . OO

-11日ノ 二倍今

松 地 板
- 1m牛 物 ρ ー

内 地 15. 00ー l∞ .00

*'t 地 板
間物ノ 二倍 ト 北 海 7. 00-ー 15.∞

ラ 守 ソ 地 板

コ人

r1i 洋 5.00- - 7.∞ 

樟 ( 楠〉 地 板

内 地

30. ∞ ー 1CO. ∞

蔓 11理

:t E  林 地 板
!i r，領行j 践: 支那 50.0J - 70. 0コ

槻〈棒〉主主捌 二 枚一組

日 向

7 0コー 100. 00

日 I" J  劣

寸巾ー 尺ニ寸一 実
土

土 佐 i愛

同

JV 一寸二 三分

蓬 11型 5. 00- 50 ∞ 
g-;  しみ アリ

栃 室主 制l

但五 ). c物ハ ー

岐
』羊 3.1) コ- 40.00  

Il 可物ノ八 掛ト

;民 校 ｾｭ＠ JJUl ス

日 ｉｾ 領印 ￭ＱｦＮ 支 司 Ｑ Ｑ 18.0コ- 30 ∞

紫 械 ;1且;s 棚
ｾｩ ｬ＠ 30.00- 100. 0コ {廷

同
南 i芋 15.00- :'O. OJ  q; 

l滋 刀 木 3@ 制l
ＧＰｩＱ ｾｉ Ｇｩ印 皮支那 :; 0 ∞ - 1∞ .( 0  !  

ｾ Ｑ＠ ｾ＠ 棚 内 地

雑 木 ;怠 棚
4. 00- 20 00 

機 ｾｩｬｬ＠ 相l

内 Jll !  
4.0コ- 25.00 

内 地 ｉ ｾ 託

ｾ ｴ＠ 海 北 海 劣

相k ｾ ｾ＠ 制j 北 海 5. Q( ) - 30. ∞ 

4十 ｾｾ＠ 羽田
av  d  11正 3.∞ - 17.0J  

ラ ワ ユノ ;主 初l
南 j:l': 2.50 - 5. ∞ 

柿
;主 抑l

| 長

耳元

15.00ー l∞ ∞ (会劣無 ν

拘l

樟 〈補〕 ;霊 棚

内 地
10.00- 80. 0J  

喜量 i懲 i高

蓋 il 母 内 地 劣

:t E  事本 主主 棚
偽お1印! i } : 支那 13.∞ - 20.00 

桑 ，主 制l

日 I"J  
20.∞ - 1∞ .00 

日 I'JJ  優

近 江 近 江 劣
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*  

NI :;; ll l' ll 皮支那

7)  木 床

f1i1 ヒ! 耐え 二寸 .1-i: i }  

前 傾 I唄寸

I! 
8. 00ー15.∞

紫 十世 床 明石
:'11: 尺 物 ノ、 - Jl iJ

/1 

8. ∞- 15.∞ 

花 林 民え 相官. 物ノ八掛トス
I! 4.α 〉ー 10. CO

重在 木 床 権 2. 00- 7.00 

Ｎ ｾＡＺＱ、 Ｔ ｆ ｊ 援物床板 2.∞- 2. 50 

。哉刀 木 張 物 床 板
2. 50- ＳＮｾＰ＠

紫 校 E民 物 床 絃
2. 50- 4. 00 

ｾｅ 林政物床ＪｦｩＱ 2.CO- 2.50 

ｾＱ ｲＺ 木張 物床Ｊ

杉 予吾 f卦 朱 国 1. 00ー 1. 50

十朝二寸

内 調h 内 地 劣

桐 f骨 f対
平 三寸 干I 分

支 那

15. CO - 25.0:コ

支 那 ｻｾ正

桐 磁 物 予喜 J片 3∞- 5.00 
11 

杉 ( 吉 野 〉 落 掛
三t 』g  野 3. 00- 8.00 4聖

杉 ( 厩 久 〉 落 矧・ 厩 久
3. 00- 8. 00 優 良

杉 ( 秋 田〉 洛 掛 秋 問 3.00- 8. 00 f会

床
* 鰍

床 枢 研
I1  1目J』

7∞- 13∞ 

Ni. :f{f . 祭 主主 海 老 来 例 ｾ￬ ￍｬ 印皮支那 1. 00- 2.00 

;I! : :林 鍛 返 海 老 来

寸 cm: ; s)
11 

0. 80- 1.50 

一寸 分角嶋形

91¥万 木 qf.返 海 老 来
i良形 I! 

2.00- 3. 00 

紫 純 勾E 沼 海 老 来
/1 

2. 50- 3. 50 

調b 木 * .; g 海 老 来 0.30- 2.00 

柿 当E 忍 海 老 来

l当 I艮

1. ∞- 2.50 優 劣 無 シ

大 手日

( 絡〉

車 専 載 お 断

本特特の記事は一切時I肢をお断りするもし必要める 向は本合へお 11
q

出で下さい 。
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労銀より見 た る石材採掘場 の調査

鈴 木 忠 五 郎

本 剖 査 地は茨 城 l係長笠郡搾 飯村力日波 山官官ー慢の筑 波 ミカゲ の採銅場である。

本羽交は 昭和 8 年 l 月休 限島省巾約 1 週間 に亘 る調査 に よったも のである 、 I待に; ; ! } 働者直接に 、 1t 業

防主に 、 石工 に ｊｕ Ｚ ｩ ｩｌｾ 役に 、 停ｊ￮Ｈ場に ｬ 冷 てｊＧｬ 際 者 よ り 聞きたるものを基礎に隼者が整理したもので ある。

本調 交 地 の筑 .度ミ力 ゲの主なる 夜込先は東京を rl' 心とする関東地方一位である。t ' ? i i って 大阪を 中心と

する 続 減内 ｽこ生 活なさる演者 ｩ ｴｋＭＧｬ 干には柳か縁遠き感はある も、本 調査は ｾ銀方面よりの 調査 で あ る古士 、

此の方而 即 ち経済方而の 他 のfir. l:J!f:の参考ーにもなれば筆者の幸とする所であり目的とする所 で ある。

II 4 6  

第 1 章 調 査 前

A  本調査地に就いて

本調査地 ｬ 立 地闘に示す如し筑波鎖道線樺ｻ恵牒ｾ出向僻とする一同 Ａ の係制壌であ る 。

B 調 査 の 目 的

随て常盤繰水戸線ｾ通じてけ ｩ

ノ 荷されるわりである。

出荷切教は約10高切と稿し? こ

るも現在は ＵｾＶ 寓切位 Ｑ 日約

3 貨車王子均所であらう。併 し石

材は甚r:豊富なれば、需要によ

りでは之を仰が1
3 倍加するのも

決 して困難でないと思はれ1: 。

賢石先は関東一民| 中部奥羽地

方に迄亘ると云はれて居るが主

なるは東京である。然かも奮市

部でな〈抗谷、墨田 、巣鴨方面[

所謂新市部が得意先である現献

である。

随て本調査も墨田 、巣鴨方商

八の出荷を主と して 居るのであ

る。

筆者は本調査を通 じて衣の事項を欲求 しにのであ る。即 ち.



(  1  ) 石材のE良債は如何に各従業者に配分されて肘るや即 ち似格の分配!u¥況をI切らかに す

る1=め、

Ｈ Ｒ Ｉｦ￮賃値の士 ｲｾ 迭は努働によると の経済 務に示し＿こる努働｛賃値設を賞際数値的に明らか に

する 7こめ 、

( 3) 採掘場より市場品 Tこる石材の市場への経緯を充分に知り得るため 、即 ち石材を建築

材料製のイiJF究する古f I < 技術的に見す・に建築材料を商品皐的に経済務的に明らかにするた

め。

( 4 ) 建築材料中には如何 に多〈 の苦手働者の持銀の含まれ居 るやを数値的l こ明ら かにし、

建築工事の失業救済事業としての ft'[ ffl 'i 充分な るを明瞭にする 7こめ、

以上の希望の下に調奈し?こので し?こが 、賓際調11: に首ると 、勢働者自轄すら自分の質収

を明 らか lこ云ひ得ぬも の きへあり. 亦各労働者により得る努賃は直 k なる? こめ非常な困難

を感じ? このである。企業者主務働者の口より得 7こるを基に大韓を決定する外方法はなかっ

? このである D

第 2 章 調 査 内 容

A  丁場 と運搬欣据

探据場より先づ犠にて 山出しをなし、ヨたに トロ にて騨ま で、騨よりは貨車 によるのであ

る。

採据場より トロ まで の距離は丁場により異なるが遠 〈も 4 - 7 町迄である。 トロ の距離

は ＲＰｾＳＰＱ Ｑｬ ｊ 迄である。

丁 場 f 採 fJ.il 場〉

.  ・.

B  調査地の労銀般犯と 賓生活

( 椛

'・

可1)

司H

.  

営地棒際、村職工来日合決定の公定賃銀は UR.f; n8  1，1ミ] 月 1 日より値上げ貨純せるが その内容

4 7  11 



は次の通りである。

本挽職 Ｑ 日 目 。銭外に ｆ ｾ ｦ 米｝ JI 

大工職 l 日 80銭 外 に l河米 1 ) 1  

石:r:臓 1 日110銭 外 に 内 米 1 11・

!r. I¥・職 1 日100銭 外 に 白 米 1 ) 1・

鳶 職 1 日 7丹銭 外に白米 I 升

以 k は公定勢銀なれば 、' I A 際労働者の賞牧入は之より幾分低くなって腐るわりである 。

一方勢働者の資生活を見るに、勢働者中には土地のものと波りもの 、土地のも のにても

農業の閑暇を利用するもの等あればその生前費も亦異なるわりである。

併し周合なれば一般素朴にして生活費も低廉にて済u わりである。家賃も 2 闘j う至 5 [ 員|

頼度のものが多〈建てられて腐る。他は米を主とするもの、他の貸用は少ないわりである

親子夫婦 5 - 自人程度の生活費 1 ヶ月に つき 201.¥(1¥乃至25闘もあれば烹分であると云ふ話で

ある。

随一て一般手停の l 日夕手銀は fiO銭刊である 。之にでも偽I盛業者の副業なれば富ん で得られ

るわけである 。

之を今大阪に於りる賃餅表と比較して見ゃう。

大工職 1 日に付260銭

三子 .  傍 1  日 190銭

石 工 1 日 持O鈍

左 官 1 日 280銭

住宅雑誌 10月慌による。

C  石材の採掘及び運搬に従事する勢働者の空くる責際勢銀

石材の係据に従事するのは . ;侠据人夫即ち将:据岩石の周囲の土を除去するものと . 石工

及び之が監傍人とである、根据人夫は常備なれば50鐘の日給であるが多〈は請負である。

腕衣第にて 80銭以上も働き得るわりである。

石工は殆ど皆請負である。請負の箪債は切出し石材の切敢によるわりである。亦切H¥す

石材の大き及び形飲により異なるわけであるが、一般は一切首り 8 銭乃至10銭f立でめる 。

石工も腕次第にて一定し難きも 1 日 8 切乃至 15切位迄切出し得るものである。先づ 10切

とすれば ｬ 日首り ｾｏ 銭乃至 ＱＰＰ 銭の勢銀を 得るわり である。

運搬に従事するものには棒引ト口引及び貨車積込みの仲仕がある。

儒引は 3 町 乃 # 711l f評一度の坂道ーを引き下るのであるが、 i 切についての蓮賃は 2. 5 鈍/ う

烹 3 銭稗. 度である。

他 1 ; 撃に載術し得る石材の切教は、健'J I人の腕により 一定は出来ないが 8 切乃至 15切程

度ーである。 1 日 記同乃至 4 同往復するのである。多等は 2 回しか出来ない仕末である口積

"  4 8  



リ17 J . 及び積下しは自らしなければならなし、からである。今 1(1切j を?債み 2 川 'J I ドし にとすれ

ば 1 切首 り3 鋭 と しGO銭の日首となるわりであ る。倍はノ|三年も女てば新調しな〈ではなら

ぬし 、借 道 の 修tit 枕 木 の 袖 充;及び泊代も要するなれば. 之等を: ' 1) Iき 去 る 時 は 良 際 手 に 入

るは更に少 き努銀となるわけである。

トロ引、トロ の戟街iljl J限 20 切である。 1 1J Jの蓮徽賃は務前迄の距離により異なるが10鐘

乃子 15践 で ある。賞際 トロに ¥1誕石する量は l t>切 乃3'>: 2.) 切 位 迄 にて制限 を超過 して居 る 仕 末

である。

今 1 切 15鋭淫搬貨の搬はれるのを 20切積み 1こりとすれば 1 11; 1にて 300 鋭を得るわりであ

る。

'; ;):1 半〈より夕方 までや れば 1 日 2 問は運搬し得る故 600 鋒の努銀を得る* ) りである o 1Jj' 

しト口 は合ntl: の所有であれば努働者は軌道代 トロ使用料そ運賃中より支梯ふことになる。

好 景気時代は 山分けであっ 1= そ うなれど現在は その 1 分乃 五 4分のみを労働者に輿へて) 刀

る仕ぷである、即ち 180鋭 j う主 24U銭得られることになるわげである 。他 の努働者に針し極

めてボロ 4 械なれど之は I 人にて得 も れ るわげで はない。

トロ を山γ :Jh まで 1) I上げるにめには拐を佼l用して肘る。

師りは石毛? 積みスロープ営利用する故馬は不要となるた め2ーを'J Iし、て師らしめることに

なる。即ち夫婦と馬 3 つ合しての労銀となるのである 。

やl' 仕の受 付る 労 銀 もやはり 多 〈は請負でめる 。合 ilil は IU噸ギ J ;手の儲込料として a) o鋭

j ケヤ500践を1i l!f 求しでか; る 。( この) ，:: あるわけは現余による か. え; 怖 の 日取 の如1(" 1  による 1=

めであ る)

(ji' し(11' 仕の'白際の受げ る偵込料は 111噸- * につき Iz l I 民/ う令 Luり鋭舵l臭ーじ め φ 。

以上 の労働者は Ａ日 ｪ れもズ Ｑ 岐に支配され ｴｬ ・ ｾ ｉｪ の Ｑ ＱＧＮ 来ぬのと 大 訴は よ〈も運搬行材 ω 不ｊｴ議 ｩ

U) 1= め働事件ぬ 1: : 1 も相官あれば月牧としては少〈なるかげである。

D  石材草慣に含まる L 務 銀

以来に蓮ばれt良一際建築工事に矧ひらる〉時の 1 {J] の 単[貨は 100銭 j う至 11) 0伎なるも. 棒f . ! JX

ll;f，前j良しの草債は I 切につき 40鋭 乃 主δ0鋭である 。

今一1- 中に坦i ! t l.で J，' : る清子I が有料， >: Ｑ ， ｾ＠ 1) 時 前に泌ばれ1 . * るまで のみ' }j ; J慢を? 樹怖に示サば次

'J)  bll (  Iこ1; る.. 

割合を取るにめい 1 .g! J の酵前車債を5U銭 と服定 する 。

切出し石工
Ｘｾｬｏ 鋭 1U銭 2り%

ta ヨl
Ｒ ， Ｕｾ＠ 3鋭 2，5鏡 5 %  

ト ロ 賃
Ｑｏ ｾＱＵ 鏡 15鏡 30 %

仕上げ石Z
Ｒｾ＠ 3鐙 2(iJ色 4 %  

ｊｊｾ＠ 他 4 1%  
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j毛他の内には根掘人夫の努銀. 帳付の給料、石山 の償却及び庄の雑安利i悶を含むもので

ある。

以上の表により考へれば、石材箪憤中には騨前にて既に少〈も 60，%以上の持銀が含まれて

居ることが知られるわけである 口

騨前渡 し40銭乃至50鋭が市場品となり 150 接となる理 1:11 は

騨 の貨車慎みが ＱＰ 噸 寧 ＳＵ Ｐ 銭乃至 ＵＰ Ｐ ｾ 主 である。東京までの鎖道運賃が ＱＰ 噸車 ｬ こっき ＲＶＷＰ

銭亦東京の各酵の荷揚げ及ぴ倉敷料更に現場への小運搬費及び金利のにめに倍となり ＳＱＱｾ

となるのである 。

10噸貨車 lこ積み得る石材の切教は荒石なれば75乃至85切 2 商仕上げなれば90切乃至 110

切 3 商乃至 4 商仕上げf にすれば120切以上も積み得るのである。運賃は仕上げ材となれば、

噸営り 20鎌培となるが、運賃の上積額は 10，%にも到らぬのに、積;1従量は20. %乃至-!O. %徐計に

なる 故 、割安 となるわ けである。

今積込積下しを合せて ] 0凶と見る 時は 、銭道運賃と合せて : l 670鈍となる c 之を荒石80切

積み込み fこるものとする時は i 切の運賃共他の費I - ! j は折銭となるわりである。之より市場

品? こる 東京に於げる事情には瞬前渡しを原慣と見れば向:W，%) う至40，%の運賃 となり、 全部

の運賃を計算する時は少〈も 70. %以上含まれて居 るに鴬か されfこ衣第である。

第 3 章 本調査により得たる筆者の結論

A  採掘場の事事銀低壊なる乙と採据場加ヱの増加

前部 B に於て設き? こ る如〈 者[1舎 と回合とは努銀の聞に -J 1:: しき弁連があ る。亦前章 DI こ於

て設げる が如1< 、運賃閥係も割安主なる?こめ 、採掘ー地に於げ るカ11工は次第に 上位如l しつ〉あ

る傾向は英fご線強きブ] を有して居 る。

即ち騨近〈に大知l 工場を設置し、大建築に用ゐらる〉各材の仕七げ及び彫刻までも行は

んとしてゐる仕末である 。今後一府横 j長されて行〈も の と信じてゐる。

B 市場債格温従の労銀低減説

市場1rH各は需要供給閥 i系より 必然拘に決定 され るも のであれば如 何 とも致しがたないも

の し あきらめねばならないが .1m各が低 〈なり 生産先を害IJ るとしても . 直ちに採据を中

止し商資俊へをす ることも亦不可能である 。此)起に於て比較的経済的に不利の地にあ る生

芹ポはffl 格不訴に3討する鉱ーとして 、先づ比較的 frt' 縮を有する傍銀の低減を全てることにな

るわりである 。

J!1l ｴ ，苦手銀の低減点法 の 世 附としては Ｎ 品質 ｾ Ｍ Ｑ 貨の Ｇｊ I  F げ及び前負数量計算の j技俗卒ろl J ! j (

: hl : 歩合J戎であ る。之等の方法によるも 一定の限度があるコ

此 の 限度を割ることは甚 ｦｾ 閣総である、時には不 可能であ る 。此慮 に亙れば他の打開方

法を講する 。即ち生産地にて比較的有利の地に ある石材と競11' し得る椋特約運賃の設定. I l ll
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ち低減方法を? 講令ることである 。

本調査地の競争の生産地は和国 みかげ即ち水戸線稲仕1. 稿! 京 、羽黒騨を出荷騨 とするー

慢の地である。

稲田みかげと筑波みかげの生産地の東京迄の哩数は後 りまニ なりれ共一方は私設錨道筑波

線なるため高き運賃を支. J ; J 11 ふこと〉なる。その差額は 10噸車 i 輔につき東京まて約 7 闘多

〈支:j;j ll はさる〉こと〉なる 。即ち 1 切につき 8 銭乃至10銭多額の蓮賃を文拶11ふことは、入

札競争に於て l 切につき 10銭のハンデキャップを受りる こ とになる。従来はこの楠ひ とし

ては曜までの距離の近か っ た事及び 努銀の 低廉等により軽うじて競争、し得 ｔ こるも現在の ｾ ｮ

〈不景気 となり、何れ も最低努銀にて競争1 することになれば、此のハンデキャッブは絶封

絶命的の致命傷である。

之が打開運動と して、 運賃値下、特定契約運賃の請願等企てられるに至つにのである。

市場債格追従のに めに生産者は如何に努銀及び其他の生産僚件運賃僚件を追従させ低減

し得る やの問題に直面して居るのである。之が凶滑なる解決 こそ妥IJ 下の重大研究材料であ

ることを本吉背任を通じ、強〈感ぜしめら れに のである 。( 了) ( 日目 拘13年2 月 18 日Ist lf..¥)

執 筆 者 紹 介

池 回 /". ?を 名古厩高等工業建築拳科卒業、長谷部竹腰建築事務所荻師

石 111 純 良日 ;東大建築拳科卒業 、竹 中工務応技J 1lli

片 岡
r又

エ築 博 士、本曾々長 、片岡事務 所

i商 井 勇 一 民11 東京 高 告 ｾ ｩＮ Ｚ 工業製校主 ｴｴ 築撃科卒業 、 Ｉ Ｈ阪府 立 西野田 ｩ 段工撃校勤務

鈴 木
a  』fuI、

五 自11 東京 高等工業率校ｾ築挙 科 卒業 、 大阪 ｊｬ ｾ ｊ 立今 ｩ 宮戦工梨校 勤 務

清E I撃 員 弓 京大建築拳科卒業、榊戸高等工業製校数俊、京都干名=凶ノ、 事講師

ft 、 政 金 ヨ仁ヨ王
本舎往築材料陳列場幹事長 、徳政工務庖

lii 111  工準博 :1: 、東 大i l l : 築年科学業 、東 J、工芸製品 U!J ｾｾＺｩＧ 主

官a
士 岡 重 東大主主祭事科卒業 、本合監事、大 阪市住築課長

室 重 光 東大建築事科卒業、本曾 l百l民主 長、松家事務所

51 11 



建 築 材 料 陳 列 場 の 誕 生

佳五

ド也、
政 金

訴が 日本建築協舎の建築材料陳列努力: 誕生しに 。直ii えの瑞光 lこ作ふて、 吾が協舎は其の

使 命 上J析の如き事業を持つことは徐ての願望であっ 1: 。

曾ては材料委員舎から共の決議として陳列所設置の却系があっ fこが嘗時は; l " < の機運が熱

せなかった〉め遺憾ながら流産のJr. むなきに立到つに 。

" ら2

H  

大同ビルから 此の景勝の朝日

ピルに4砂多車騨事するに及んで. 強

て合員の姐笠せる建築供柴部

が質現し? こ。

利害関係を離れて共) 訟にー

舶の卒易なる探囲気が副司躍す

る 是れが1 H 繁部の微妙なる

機 構 で あ れ 其 虎 か ら 建 築 の

進歩にまを する 一つの方向が/P，

米る 、 それが一つのやR子ーを )fj

作る。

自然の カは偉大である 、組

:了が共質に於いて不良でない

ｉｕｾ りは其の殻芽は必然的であ

る。

!七の jji i:! f こそ必が建築材料

|泌ヂIJ 場の誕生其も V l である， .，

是の好ましきi l J j芳三を保育し

教導して建築界に有用紙〈可

らざる一つの機構fこら しむこ

とは 、吾 k 合員の義務である

と共に其成長は又一つの誇り

でなりればなら ぬ。



此陳列携を如何に有

ｾＱ ｊ に Ｑｾｭ しＮ ｾｮ イ ｩ 引 こ ｾｊ ｻＺ

改良進歩をI伝説1ーするか

に心を ｻｩ 小くことはｾ Ｎ ｾれ

は各建築家が自己の仕

事を如何 向上せしなる

かに賃献すると同様で

あり 、又，I. H，f i ' ，者ーとして

は向己の製rI71が古nMに

需用家に没mきる〉か

を会11 る バ ロ メ { タ ー で

あるとしたならば共の

Hi 品は倫子としにので

はないから 、共に共の

成育に就いて出IA心の注

意を梯はねばならぬ。

而して陳列場の係員は

恰かも其の保鮒である

立場から是ｾ保育して

11- カ》ね I:f ならぬ D

以 上の釘I < 、槻費者

も/+' ，品者も 叉 協合も互

に協力して共張主主に現

力するならばf t ら〈は

此の誕生をして有意義

ならしむるで あらふ。

是| 泌列場のと1:. まる 〉

迄のi歯科は

(  1  )  昭和1 8  !.ド 9 月

日日協合主催の下に

材料業者 のJ日仙台 を

北部の野 L!:l wにI)/ Jい

1: 。ー1モり合する者業

者45名協舎聞係者10

1，計 :¥15 名であった。

合長から陳列場Pi4設
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11 5 4  

の計聾を述べて其の

参加を希望しに所が

立ど ころに数日 の巾

込があっ? こ。

10月19 日には第 1 同

招待合に通知漏の材

料業者をアラスカに

招待し約 121可の/-1¥席

者を得是叉数字:のIJi

品者ありて殆んど議

定の1- 1' ，品数の満員を

得 1: 。

(  2  )  以上の如き結

果を得 f: ので協合は

直に是が賓行に{ 多り

共準備の矯め陳列場

委員舎に下記の諸氏

を委托した

阿 部 顧 則

須 川 廉 太 郎

阪 口 芳 三 郎

徳 政 金 吾

委員は前後 5 回開催

し、共賞現に努力し

f二、特 に阿部委員陳

列場割付等に就て熱

心 に執務されに。此

問中西六郎氏も協力

され、年末多忙の際

現在の主f 1 < 先成され

にことは協舎の感謝

する} i ) f である。

以上出品物の内容に

就ては本誌次批以上に

於い て、逐次紹介する

像定である つ

因に本陳列場は毎日

午前九時より午後五時

まで開場中につき合員

諸君の観覧を願ふと〉

もに御知広の方へも精

々御吹援を願ひ? こい。
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大 阪 府 立 今 宮 中 撃 投

潟県上 : 建物外観

問 中 : 玄 関 詳 細

同 下 : 講 堂

外援は総て白色セメントモルタル仕

上 、車寄廻りには油所にテラコツグ

及ぴスパ ニツシ ユ瓦を使用す D 内部

仕上、特殊の室の床に寄木張. 凝石

タイル、狛フローリングブロック等

を使用し、共他は殆ど南洋材を刀1ゆ。

玄闘壁部は特殊タイル張、講堂テッ

クス及び樫ベ ニヤラッカーエナメJ l -

塗銭、同捗室ポ ー ラスストーン張、

共他は一昔f . 特殊の室を除き総て監天

井共プラスタ ー塗仕上とす。

向給水、給湯. 媛房、衛生、電灯、

電話、 映潟用設備、蹟盤機 、電気時

計 、五斯、避雷針等の各種附帯工事

をも設備す口

大 阪 府 立 今 宮 中 畢 按 5 7  "  



¥ i  

m 大 阪 府 立 今 宮 中 華 校

設 計 者 大 阪 府 苫 給 料

施工者株式合祉大林組

柑jz i; E  銑' 円・鉄筋・江主凝土ii!t 及銑

筋混i続土ift

階 数 3 陪 ( ｊｻ｜Ｚｬｩｾ 付Ｉ

正lllf 数
H40. 34 ｾ［＠

延1>1'- 1数 2，28 J. 3 TT 

竣 工 ｊｉｻｪ 利 ｬ ｓｾ ｬ ｏＩ ｊ ｾｓ 日

j りI 在 大阪市浪速阪・ 白 ｾｬｴ ｜ｬ ｉ ｊ

11 5 8  
大 阪 府 立 今 宮 中 皐 枝



平 面 倒

大 阪 府 立 今 宮 中 畢 校 5 9  11 
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/ / づプ

東 京 貰 塚 劇 場

所 :(J: :  東京市麹町区有袋町 1 丁目 12番地

致地面積・ 1175 坪

建 坪 1023 士F

延 : l i F: 4794 圭|

開 館 PM和 9 年 1 月 l 日

淑も: 定 員 2778 人

窟異上・建物外叡・ 壁仕上は象牙色モザ イク タイルJ ! 占

. 1階畿は青磁色車b掛三寸角ダ イノιfl ，'j ・庇7J t . 濁立 lDl

柱はアルミ z ユ ー ム板貼・ l 階廻り建具は鍛製プ ロ

y ジ y グ

寝具申: 叡覧席全景・議E答: 定員 1階 1496 人・ 2 階768人

3 階 514人・舞翠E 商壁はペユヤ練合互理目次緑色ラッ

カー仕上・天井フジテックス次色 ペンキ仕上・1 ｾ昔 ｅ 置

は銀色レザー貼 ・其他の壁はプラスター塗次青色ベ

y キ仕上 ・空気調整設備の吹出口排気口及び舞茎照

明用の投光設怖の開孔が各所に見られる ・室 内 照 明

は間接照明

: r ; ; ! J 量下・第一階康問・ 床は緑色モザイク F イノι ・壁 は

プラス F ー塗ペ Y キ仕上でレ モ y 賞 、朱 、淡 マ守の積

段主主分け ・1掲ft 枝十よ' + : 一色ロイロタイノL ・天井プラス F

- i 炎青色. - . . ! : ，. . - キ仕上 ・床には 貨車工色 のカ ーペット敷・

i E 而尖岱ーりにヱレベ ー ター二基その方手に大階段、

それに続いて中二階化粧室 が見える ・照明は間接照

明

凶 商 ( -. 第 1 ｾ昔 ＲｊＧＭ商凶

|晶lilii 下 布 ・ 第 2 階卒面随l

闘面下左 : 地 階 平 面 倒

東 京 賓 塚 劇 場



階 平 前 回

i也 階 1 j i . 市 制 2  ｾ皆Ｚｱ［Ｎ函聞

東 京 賓 壕 劇 場 61
11 



場

地階共 6 階

鎖骨銭筋混凝土遊

車。

25. 35 米

塚貧

高 :

数 .

耳ミ

i何

階

東

進 :機

合名舎祉竹中工務庖

舞3藍l悶口78尺 、高 さ30尺、『貸の子』の高 さ75尺 、右 左

草 寺に繭 ｾｅ 遣 、 この ハッ クの 木製墜を釣 ｐ 上 け Ｇ るとそ の

奥が脇舞ｾとな ｐ 、 こ の間口 Ｒ Ｓ 尺 、 高さ ＲＱ t亡、 ζ の三

舞; Z I を同時に使用すれば間口 124 f { の世界ーの成 ぃ舞

設計施工:

) i を淑E主席を凹に抱〈ことになる。

廻 Ｐ 舞ｾ直径 ＵＰ Ｉ ミ漕 ｩ さ Ｑ Ｘ 尺 Ｕ 寸の鍛骨造 、 『綿り上哲』

計十個その最大なものは rtJ 9  )，! 5 寸、長さ 38尺、優に

450人の生徒を乗せて 15尺の高さ 主主上げ得る。

縦 断 面 倒

怯

w

z

a

-

-

e玄

九

叫

悼

む

世

主

'f 

耳

.. 

• ｾ ，＠

.. 

3 階 平 面 図

場顧t場寅尽東

幽市2Ji. 階5  回1面平階

11 6 2  
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最近 D スェーデンの建築は 、その

傍統的な形態から次第 に近代的様

式 に移 りつつある。 粗 削の壁悼と

鋭い倫制とI . i 次第に; 形を潜めてオ4

1: 。それに代って卒m. な壁面とI 1'L

純な色彩とを持つ 1: 現代建築カ: 次

第に1設を士官しつつある 。

ヱスキルスツ ナの公衆浴場は 、 そ

の一つの通例である。 凹凸のない

「クリーム」色の壁髄と青 〈塗られ

に大きな窓とを持っ た簡明直枝 rj.

建築である 。後

ブ ー } I... 内 部

寸 プ ー ル」内 部 天チ 十 ｭｾ Ｑ 貯 は断面 ｖ 形

の硝子を天井 に取附りその 中に 電

jff. ｾ＠ ＱＺ Ｑ Ｚ 込んにｾ間接照明 で あ る 。

( 闘参照)

( A  rchitectlll ムI F mulll 誌よ り新名郡失〉

エスキルスツナの公衆浴場・スヱーデン

卒 菌 圃

。

建 築 家 ポー} I . . . ・へドキスト
6 3  "  



ストツクホルムの消費組合所属なる製粉

工場である。消費組合所属の建築事務所

にて設計せられた もので主任技師はエス

キル ・サンダ ール氏である。

( Al' chi tectural  F orUl日 誌よ り況名種夫〕

外 叡

筆。
目.目

... • 2・
，rr ， 

平面| 湖及側面図

日

1164 ストツクホルム消費組合製粉工場・オランダ
建 築 家 エスキル・サンゲール



ストツクホルム市に給水する上水道の給

水所である。機関 室 . 事務所、化摩z館協

温場等教部に分? これて居る。

鉱筋「 コン クリ ート」 ー構造であるが、外

部位暗は煉瓦積である 3

核兵気に耐える 様に 、外壁 ，I-J '，入口 及び窓は

「オ ーク ー製の建具を使用 して居る 。

原根は下地木浩 「スレイト」葺である。

機閥室の手摺及び同主 要出入口 の扉は

「ステンレス・スチール」製である。

建築家ポ ール・ヘドキスト設計。

( Archit ectur: t! F or um 誌 よP 新名稲うわ

LOVO の 上 水 道 給 水 所 ・ オ ラ ン ダ

外 観

機 関 室;内 部

建 築 家 ポール・ヘドキスト 6 5  11 



実 金属 賓石 商 庖 頭
婦 人 ￟ｾ 庖 庖 頭

菓 子 屋 庖 頭
毛 織 物 商 庖 頭

応頭は商応が顧客売誘五、燭手で ある 。! 吉原 の機能は商庖i ' C取 って致命的 にill 大 である 。昨年 11 月放の 「アメ リカ y ・アー

キテ クト」 誌は賠頭計発の必要保件として次の 如 き僚主買を着陸げて居る 。

1. 遠 方 か らで も容易に認め得る様十分 自に附き易きとと。

2. 厳焼、!苫名等 は泣く か らも近くか らも且又隙列窓を見て居る 人 か らも容易 〈讃み符 る絞によく目立 たし むる ζ と。

3.  応 内で日反資する nii 品の栢i淘1品質等 を 反映す る如き「 デザ イ シ」で あ る と と。

4. 入り 易い 、手近い、 そして人 を引き附ける様な入 口であ るとと 。

闘の 4 つの底頭 は同誌の 引用 した食例の主主導 で ある 。

( American  Ar chi tect 誌 より 糸，名種 夫〉

11 6 6  庖 頭 四 題 ・ ア メ リ カ



刊 ' " ＧＡＯＺｾｾＯ Ｎ＠

タ十

ダンストン高塵設電所・ 4 ギりス

， 

草見

鋭 、S 硝子及「コンクリ ー ト」を以て最

も現代式に設計せ られに殻電所であ る

3 部 に分?こ れ、 合計 150，000 1"キ ロワ

ット」の「キヤパシチ ｾ ｊ を持って居

る。英国北東部の主要なる電源となっ

て居る。

( Archi tectul' al Hcv iew 誌よりがf名活夫〉

6 7  11 



外 観

f cau 口 町ごt

-ｉｾ＠ K )  S  0  

q f  

11 6 8  ホーリーリツヂの住宅・アメりカ

ji  

新 し い 住 宅 3 態

1. ホーリーリッチの住宅

新しい住宅建築家は、「プラン」の決定及内部

「ス ベイス」取扱ひの「キー」として、 言ひ合せ

た様に生活の様式と言ふことを第 1 に世〈

圃はリツ ヒヤ ルト ・ノイト ラの設計に依って

ロスアンゼルス郊外の正の上に建てられ? こ住

宅であるが、居住者は飴生のある問 、静かに

人生を柴しまうと言ふ夫婦者で、近代科書長に

基礎を置¥ I 自然生活」 に理解を有する人主主

である。この住宅がこの居住者の生活態度を

基礎 として設計されにことは勿論である。

場所は丘上住宅地の i 部であるが、こ の{io宅

地の師設の住宅も将来建つべきものも全部ノ

イトラの設計になる。

木骨構迭を理論的に完全に駈使した馳に、こ

の住宅の特徴がある。

こ〉に掲げ? こ住宅をはじめ圧上住宅地の全て

の住宅計霊の震に 、 ノイトラは連組しに餓' 目・

が窓障子の上下に連鎖しに「 トラス」を使用

し、それを' 持・予として木造各部の標準型を作

つに。



居 間 の 一 隅

鉛Mを「セメ ント 」で間め . それを蒸 気力で原 綿 し. 熱を反射する 様 に「 アルミ ニ

ーム」 の泌映で司被覆し仁川市の繊維板 は、艇 量で| 耐火的で且つ高度の絶縁性のあ る

明 材 料 主 し てノたいに利用されてJrr}る。

内部仕上は. 均等 で草純である。壁は全部 「セロテックス」張でその上に 「プミサ

イト 」の被Z宣伝施すか水洗ひのき〈布を貼つである。

床 は下地「ソエルト」の上軍艦 J 1 1 の「リノリウム J ｾ敷いてＩ， ｾ Ｍ る 。

扉の枠及額長l lPは金属製、J ! [ { 明は天井仕 込みである 。

家具は全て非常 に建築的に設計さ れてM り大部分取附で ある。

外 観

建 築 家 リヒヤルト・ノイト弓 6 9
11 



外 翻

己
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¥ E仁O N D FL OOR  

F1P- ST F L OOR 

卒 商 闘

" 7 0  ζ ユー・ハ) 1 " トフォードの住宅・イギリス 建 築 言E ホ ウ エ 汰 レスケーズ・



2 .  . : . ユー・ハル トフォードの住宅

高 暦建 築 に盛に ｾｦＡ 用 せ ら れてそ の長所 を 蛮揮し て 居る鍛 と 「 コ ンク リート ｪ とが 、 住宅建築に於ても

充分 に合理的で ある ことを示す 一例。耐震耐火等の特性は暫〈措寺 、餓「コンク リ{ ト」 構出の 一つ

の長所は不規則な平面計藍を自由 になし得ると 言ふ ことである。建築家 事ウエ とレスケ ースの合作な

るこ の住宅 も鋭'斤 「コン クリー 卜」構造なる 故にこ れピけの平面が得られ? このにと言へる コ

敷地は森で固 まれ而も南方に美 しい眺撃の開けに丘の頂上である。

外壁は' 目・組織骨構造へ外部は防水紙張鍛鋼取附の上 「セメント ・スタツコ 」仕上。内部はき 吋の「コ

ル ク・プラスタ ー」の上を「ぺンキ J 仕上げである。

床及屋根「ス ラプ」 は鎖鋼の上に厚 2 吋の「コ ンクリー ト」 を流し込んに ものである。

銭製窓障子は 「アング ル」の枠に取附りられ、 それが更に骨粗の鎖骨に熔接せ られて居る。

内部は壁天井共繰型を使用せする、卒明な 「ペ ンキ」 塗仕 L 扉は焦げ色の銀製 「フラッシユ ・ドア」。

「コ ルク」敷の居間 、旗開及階段の外. 床は全部 「リノリ ウム」 を敷 〈。

内部の階段は錨製で踏面「 コル クJ 、鼻「アル ミニウム 」のとり止金物附である。

3 .  デボンの新住宅

「形態は機能に依存する」と言ふ標語が厳格

に行はれ る所、よき住宅の形を得 る方法は言

ふ迄 もな 〈卒面に忠賞であると 言ふ ことで あ

る。

英図デポ ンの校長先生の住宅において、 建築

家ホウエ及レスケ { ズは この黙望ましき結果

ぞ得て居る。

寸分に取られに「テラス」と屋上「パルコ エ

ｾｊ 、 外部仕上に於りる青と白の封ｊＡｦＺ ｴ 。

亜鉛鍍金され fこ繋材に厚41吋の煉瓦壁が内外

3 吋隔て〉取附けられ外壁を形って居る。

床及「テラス」の「スラブ」は「コンクリ{

ト」浩である 。

現代建築の特徴の一 つである面を取らぬこと

が、内部と同様に外部に於て も非常に箪純な

る感じを出して居る。

窓は光線の必要な室には極度の大さに聞かれ

て居ト窓障子は銭製外聞きである。

家具調度は商の簡明の? こめに全部「フラッシ

ユ」である。

( Architect ural Forum誌よ り新名和夫〉

デポンの新住宅・イギリス
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外 観

居 間

1172 デボンの新住宅・イギりス 建 築 家 ボ ウ ヱ 及 レ ス ケ ー ズ



夜 景

2ド 而l 悩|

向動車 「クライスラ ー」を陳列する建物である o (i 地方 6 人の建築家の提出しに陥| 案の I-IJ カあ らホ

ラバード及ル ー トの奈が保J - i j され 1: 。

建物の容僚は全部で ] ，000，000 立方吹を趨過すべか らす、且毎立方吹の工貨が 15 rセント 」以 F

ＱＺ る べし と の僚 Ｑ 牛附であ っ ｦ こが Ｎ ￪Ａｦ際の建築は非常に院し、建 上 ｆ Ｎ を有 する故に 、 容積をｾ ;t.-l J限以内に

あらしめ る需に建物の中央部は屋様な しである 。

敷地が印象的な高居運迭「ピ J L. J に近い故に、これと針抗して大きに於ても威厳に 於て も遜色のな

いやうに 、東岡放南北に十字形に摘がつ 1: 高塔を Eド心として計聾 されて居る。

ｊ ［ 芸の下部は 十字形 のＡ夜 間と なっ て 居 トその院聞は ｉｬｴｬｊｉｾ の餓枠 ｦｩ ｗ 子窓を持 つ に陳列壌に依って Ｑｭ

まれて居る。

タライスラー陳列館・アメリカ
建 築 家 ホ弓バード ム )1，. ート 73 11 



陳列館内には陳列室以外に休想室及劇場がゐる。各階の連絡は階段に依らす・斜道に依る。

場内の北端に来館者の目を紫しませる震に飛行機の飛んで居る凶形の7パノ ラマ」が作つである 。

「パノ ラマ」と 本館との聞は吹抜の 「テ ラス」で連絡して居 る。「テ ラス 」の東部殿場の中央に は住

物の影 を映す目的で長い「フ・ール 」が設げら れ、西側には長 さt 哩の自動車宣傍! 日「トラY ク」ヵ;

設備されて居る。

( Ar ch:tectural F orull1 誌よ り新名在初、 〉

会 景

模 型

中 央 康 問

川 74
クライスラー陳列館・アメリカ 建 築 家 ホ弓 パー ド JU ¥.. ー ト



時 報

見 ｾｊ ［ ｾ 市 役所 がそ の新市政合 住 築 設 計ｼ 戸 ｬ 案を懸賞競 TIi 合 議 場 、 正 E盟、 主 要 玄側‘ ? の主要泌 を介 む

仰 に 依 っ て 募 集 して ゐ る 、 叉 満 洲 でも 倒見Li fl 司 令 ( 5) 党 規 lit，l(: 1守来餓 築 の 分 を 介 まず ) i ワ ッ トマ

古都 内忠 Ｒ 伊丹 正 ｉｉ 伐会 貝 に於で 新 Ｉ ［ Ｈ忠 気 ｾｪｾ［ｩ 将 ＱＱ 首 ｬ 案を ｙ ｊ ｎｒ 大Ｈ 約 Ｑ ＰＰｾ 早 ｘＷＰｐ ￼

ζ れ また 懸 賞に 依 っ て 募 集 し て ゐ る 。以 下 は 夫 々 ( 6) 殻 音|設 1リJ 'i
l
}

の 募 集 仏! 慢 の 桝 嬰 で あ る が 許 制Ii  t  Ｑｾｙ［ ｾ を へ照合 す る 株 -"1: 員

と 制 限 を 怒 っ てくれる利ーである 。

東京市耳語、 合組築設計

特 賞 競 技

1.i: i武

Ｓ ｒ ｊ ｪｦ 市 ｨ ｾ 橋ｖｯｬ［ 月 ぬ地先ｾ Ｚ Pl I被 t'¥¥守地 別紙第' 占・紋

li判断i J t 11内 の )';ji 分 と 「

iM 絞 28，280 71;' 方 米

床耐秘7/ J . . 附 数

ill 築 総延 i l <而fU 66，0∞平方氷ーとす 、似 し 2，α) 0

平 方米 以 内 の 榊 i成は之を計二す

建 設 費

総 制 令 9，α) O，C∞ 回 | の 見 込 に し て 内 建 築 費 約

7，αXl ，∞コ 側 、殻 側i費k 0 Ｒ ， α ＩＰ ， α 氾 削とす 設備ｾ

には ｾ 房 Ｎ 昇 除機 、 照 明 、 給水 、 排水 、 χ 新 、

衛 生 、 f包話 、 時 報抗 議 場 の 冷 房 i土換気其の 他 の

附 ｾｗ 技 術一切 の在外 ｊ ￢Ｚ 合 むもの と す

lf!..q 'f，ft 絡

工按 博寸ー 1Jl" :lIr  Ｎ Ｇｊ Ｎ ｾ＠ /、

ュ・製担，¥i.-t : 武 131  J j .  
一

中 イｾ約 一良 Ｑ｜

LJFL世9: 1  島長 功

，J

 

3

 

、
l

 

J

 

p

，

 

l

 

l

 

l

 1t :it 

l 写1 ¥・ 令 10，αゎl目1 1 名

2  ::);11: <iT. 7 α ) 0 rr11  1  t; 

3 今 11・ 各 令 3，C∞[ [ 11 2 -r. 

方各ｍＺＺ 入賞者 にＱ＾Ｑ し別賞とし て 市 長 ｈ ｾＧ 1 制 下比士

吊 す

何 者 干 の 選 外佳 作 者にJ ;J して は 純 制 令 4，αJ O倒|

の純 ]ii¥1内 に於 て 食令 を 皐 す

新 京 忠 霊 塔 設 計

固 案 懸 賞 募 集

験 地 而績 は 37，510 卒 方 米

様 式は 随意 な る も 大 位 に 於て 詑 念 務 引 と L i前洲 本

書聖 に1*. 1、戦1，i . J 浪者の 忠 魚、を最 も袋 詰i に 表mu u憶

に し て旦 朝 夕都 市民 の 崇 役の Ｈ ｉ ｾ ｊ たら し め ｊ ｩ，｜Ｚ 内 に絞

(1 ) 際 謀 者 は 日本 の 閣 絡 を 有す る 者 iこ し て 稼 査 : 刷 、 納 'i'Hf.: (: 0  <1' - 方米 以 七〉を設け そ の 他 乃 議 は 任

民 放 東 京 市 、 w ; 可能員以外の者に限る 。 窓 と す

( 2)  6{g，募者・は若年3墜貝又は 東 京 市 、 1M;: 腕員のn ; : s)J :  工巧H Il ＱＵ 国閥 、 ｦ 日ー し 家ｦｉＮ Ｍｾ 盆佐 、 剤 ｴ 粁 ｩ 構 築 物 をｾ

をそく る こ と を 1!} ず

}) ; . ! t締切 j明 日 放 受 付 場 所

lfl!. b); 設計I T i ll 土手F要員は点 ljf 市油田I 信託) L / 内 3 j- LI 

［ｬ ＱＮＡ ［ Ｈ 市役所・臨時ｾＮＡ［Ｈ市際会建築 ｭ￧ 宛とし附拘 Ｑ 9  

年 5 月 10 日 午 後 10時迄に到着する株r ，と ll : l すベし

拠出関番

地 ｾ G'k1'i- ， ｾ 元自巴山災計附 Ｑ ＱＨ［［官計活 ｛Ｑ り ｊ ｔＧｲＭをｴＺ ｕｦｬ す べ

し

( 1) 岡山i位 凶( 将 来f波書Eの 分 を合む〉

縮 尺5∞ 分 の l

( 2) 各 階司王商 問( 将 来 減 築 の 分 を 合む〉

縮 尺2∞ 分 の l

( 3) 立 而 間 〈将来機 築 の 分 を 合 む 〕

4  lui 縮 尺:<CQ分 の l

Ｈ Ｔ Ｉ 断面 倒 〈 将来 ｪ 吹 雪 ｦ ｾ の分 を 合む〉

縦 絞 2 而 以 上 縮 尺2∞ 分 の l

まず

:l't 令

l 等 賞 1  r. ｾ＠ 2  r-J 日1

2 等 賞 2  t; 各 令 l 千 Ir t!

3  ｾｲｴ＠ 3 -r. 各令 Ｕ 白 ｉｾ ｴＡ

千f 作 務 干 名 作 令 2 百 1ft!

6 締 切JDI 日 1I!j .f:1I 9 年 3 月 9 11 i E !I--

MIi募 |尚l案

配 置 |同( 庭 闘 計 識 を 合 ι 〉 踊ii 尺5∞ 百 分 の l

卒 商|品l 岡 l ∞ 百分¥1) 1'

立 耐 li; ，il( 正 市、1111Jj市、背商 〉 同 l ∞ 百 分 の 1

透 視 l凶 ワ ッ ト -.. y 会 紙大 とす

説 明 書 牛車K 州大

府 ;先

Ｑ 滞洲 閤 新 ｨ ｾ 関 東 軍 司 令 部 内 忠 窺 借 住設 委 員 YIi

#oJ 詳 細 は上1 i " Bへ照令 して 懸 穴 募 集 税問 をと り ょ

せ る ζ と
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“ 下6

大阪 . su坊の火災 で 9 人 の焼 死者 を出 した家

時

火 災 三 銭 格 子

2 月 6 日午前 3 時頃東阪市久太郎町 3 丁

目27帯地の喫茶庖殺洗潜業問中柄繁方より

/11火せる火災は白 人の死者 をH" ，し? こが、そ

の原因は二階の窓に鍛格ご了ーがあって逃げら

れなかっ 1: 震と報ぜられて . 鍛格子に針す

る終告を呼んＮ， ｾｯ 篤買第 Ｑ 聞は火 災の あっ

1: 建物の前商で二階の窓に第 空間の官nき織

幸良

格子力 ;13本 入れられてあっ 1: 。

女給等 6 人の焼死者の出1: ことは、すべ

て餓格子に師することは出来す、して長屋の

一戸を洗j稼業と喫茶! 古 とに使用し家QX 4 人

の他に 4 人の女給. 子勺: 1 入、 ノj 、J，Ij 員 l 人

が居住しに る無理、更に夜竿まで働か似ば

ならなかっ1: 過努( この無理が電気アイロ

ンの不始末 を生み、叉寝 入り端で火災を吹11

ることをおくらせに) とが線本的に云へば

都市の栴! 荘地に於げる木造建築の存在まで

考 慮すべ きであるが. 少〈も 6 人の中で若

干は鍛格子さへな くば、 或は銭待子さへ容

易に j政はするしが出来1: ならば生命Tごりは救

はれたであらうこ とは想 像 される、筆者が

船場暑に 於 て火元の問中橋繁氏に直接聞く

所によれば餓格子の三本は取はすし可能に

て、 6 人は それを女I l って居つに筈て2 あると

のことであつにが同じ長屋の焼残った一戸



第 3 Ｑ［ Ｇ ｾｬ ｬ＠ 百草 に 銭 杓 子 の手， る 大 阪 . >l 丹羽 の五{ Ｎ ｾｶＮ＠

の窓の餓梅干 について の剖 符では一本も存 f  には将i集地の建築は I(¥H火楠浩 tこ、さも 7j. ¥ 

易に取はす・すことは出来なかっ 1: 0
ぱ自余程便利な念物がE奈川されねば今後もこ

更に角凱絡
=r の?こめ火災時に死者を出しゐ; んな問題の起きる のは避りられないものと

に事は従前にもその賓例②り今度が初め て ; 思はれます。

で は な し 大 阪 府 に 於 て も 府令の建築取締

規則第三十僚第四項に ; 木 場 の 火 災

害、ハ各其ノ面積ノ二分ノー以上ハ之ヲ開

欣シ得 J t.- コトヲ要ス

t あるのを錦格子についても、その半分は

開飲すべきも の と解降 して取締ることにな

って肘るが、大阪市 lこ市街地建築物法が適

用きれて以来は適用原域内にては、同僚項

は適用きれないことになっTこので 、現在で

は市街地建築物法適用ｾ域内にては取締ら

れて屑な L f翠であります。

現有でも大阪市内には津山の銭i格子があ

ります。第 3 闘は舶壌の ある町に見られる

その一例で北側に見られる四 戸共に格子が

あります。之等全どうするか、叉今後建築

されるも のにつきてどうするかは中 k 問題

で容 易に 取はす・しが/ " 1¥来ては盗難除りにも

なら子 、( 尤も餓格子は全部が主任難 除 の fこ

めばかりではありませんでせうが) 、根本的

組いて 2 月 9 日未明に大王阪千島町に起

つ仁木材・の火災は近来で の大 火事になりま

し? こが、 第 41副は営円 の火災の中にあって

雨側の木浩家屋の焼失せる中に準耐火構造

の 1 棟は焼失を菟( 1 1: ことを 示 し1: もので

あります . 向 ひ側より火災の移るのは . 先

っ( j l ラス窓ぞ1波られて火の入るものですが

こ の 準 ｬ 耐 ｾＺ 隣出 の家 も窓わ〈は木造で窓わ

〈とガラスは駄 円になり 今- tJ; で焼失にお

びやかされにも のであ りますが、これが窓

わ〈 が ス テ イｾ J¥.. であり、ガ ラスカ清司入り

ガ ラ スで あ ればもっと 安 全 Ｑｾ つ ＱＺ Ｚ 事と思は

れます。

部 Ｕ 聞 は 者 Ｇ ｾ ｬ Ｇ ｆｊＮ ｩＱｴ の 建物 の 成 つ ｦ こも の を示

すも のでめ りますが左の ものは高熱のにめ

相官い? こめられ‘ 右の方のは焼失を兎れま

7 1- 11 



宮ｾ 4  I向l 大 阪 ・ 千島 ｾ ｉｊ 木 場の 火 災助 Ｈ ｾｩｘＮ 骨造建物 の焼 失を免 れたもの 〕

第 5 崩l 大 阪 ・ r-μ 同l 木 JJJ の 火 災 跡 ( 40 ) . 焼失〉

し仁 、 これ もやはりガラス窓のガラ スは網 では火災保険舎枇 も加入を受付りす¥ 受付

入 りでなく全部破れて 、今一歩で内部の木 りても法外な掛金で耐火 、 防火の方法を

材・ に燃移られん とし1こも のであります。兎 考 慮 す る よ り 方 法のないも の と思はれ ま

に角木:場の火災は大 きく なりやす し 最近 す。 ( 内藤亮一記)

時 7 8



曾 員 の ゑこ

I!f!1J" 、て央 れ る織 な 人 Ij 決して虫:候有I i せず役員に述i

合 員 茂手木秀) - . : : • 11者 を 符 ること Nl l と思びます 、 耐 こflJ 役 員 の 港

地方に居り て御 手 助 け も 出 来 申 さ ず 意 見の 稗 も厚 司法には事 例 の到I 虫: を 避 け 妥 協 的 に まとめる様に 11:1

凱ｉｩ｜ ｊ ｊｴｬｫと 作 ｾ ql i実京阪 在住 者 舎 員 各 位 の 一方 な ら ぬ 。* な い も の で す か。

御 Jli }J の程 を紛 れ し く被作中 f候辱 知識 彦 に よろし 。省 H 今の所 定款に依る の 外 なき をJ:J. て何 か れ案

<  ｉｪ ｾ ＱＹ ｾ＠ Ij i  1 候 ! あ るならば 具位( 1'JI卸指示 あ り た い。

合 員
加l 誰 谷 祐 太 郎

選 場 i運動 をやめてJ ' i ひ たい。

答 歪 株 同 感 也 、 合 貝 諸r'Fl に あり て も磁力其wm

に 努 力 を品!j ふ。

合 員
松 竹 長 重

合' 伎 の 値 F 売な す よ りも雑誌 の| 竹谷E空白なるを望

!J' 、民11 t，権威ある ffi 築 撃 を記 載 す る 等。

答 協 舎 に あ り で は合 授 の i成 紙 を な す べ き 場 合 に

あ り て も 雑誌 の内容は貌訟を低ー F せ し め ざ る を 期

す。

合 員 ｾｬｦｴ 出猷 次 良 Ｑ Ｕ

地方に ろ ｾて始めて剣 ｩ っ た 本 です が 、地 方在住の人

々には 合 員 にな っても粥t誌を 月々 出品潰する以上の

i _ i l [ 径がな〈然も舎の勢力 が 及 ん で 居 b ぬ た め 入1き

す る 程 の 必 要 も な 〈 な る 結 果、 合 員が噌力日しない

様 に 考 へ ら れ ま す4 舎の霊長炭上考慮すべき駄には

あ らず申。

答 向感 也、 只其具ｾ案に つ き名案の提 示 を ｦｴ ｬｾ ｪＢ ..s、

勿論理事者に於ても考慮す。

合 貝 Zf 永 異 ー

|お令と して メ ー ト ル 法 貨 施 の 是 非 に就 如 何 様 に 取

J及び主ナか。

答 メー ト ル法 ｊ［ｾ 劫 ｩ の 赴非 は今 夏議論の告余地 なし

如 何 に f)t 迭するか¥" nll 匙j な りと忠 」、、 協舎 に於 て

4 あら ゆ る隙舎 に其 J"f Mti 長官| らん とす 。

曾
伊 非1I 貞 吉

員

曾 員
宮 前! 克 二

此Ｏｉ｜ｊｾ 帯、 合 ありて 今 ｸ 臨 時総合闘かる 、 除りに ヒ ｹ

バ y と干'(候 Ji つ じ十除 名の集 舎 仲 々 凶 熊 とff-ぜ り

れ候 fl 司此 Ii¥Iの 如き折角 の 機 合 に 同 時 に準備せらる

れば fr{- ，Xt合 Tより し事 と 存 候 今 少 し の 努 力 な P と般

考 !I 候

ｪ 答緊ｾＺ、 ｉｾ￭ｦｩ の た め が Ｑ ｾＱ ，日 。

合 員
池 LLl 官 走

合 の支 出 をま高却 し舎伎を減鰍鹿島ーひたし 、舎員月' _J.

側 、欣 員 、 問 、七 十 抗 波、地 方 合 員 七 十 3i. 銭 位 に

.!'l Ji ひた し、来 L 不 足 を 生 ず る 綾 な れ ば 阿 か事業を

なして 収 入の 主 主を別に講じては ｾｬｉ ｦ 可 。

答 考 慮 中、都 業 云 々の里占 は協 舎 の性 質 上不 可 能

と思』、。

舎 I事清 7}<. 員

越ま盛時下初冬之候策合径 々御2愈周回之 段 米 大 't'{ 候

就町生も建築と最t舎 に 依 り釘i 々得る民主多〈感謝数

L 居り候向一層内詳の充' f t を計られf s : 小生の希望

としては雑:誌 のf l (i1傾 は 多 少 張 る も 差 支 な い か と有ー

じ居り候 荷主 1' 1

答 斜f，誌の 値制は 1: げ ずして内谷の允: 1t に 微 力 努

力 す べし 。

合 員
化
』

E

H

M

V

 

米

後江主者 Ｔ 主 導 ｾＩＩ む ｬ 広に於て ー ヶ 年 一 ＱＢＱ ｦ 、 ｌ は ｴ 滋勿 ｉｪ ｾ 滋 ，，ＧＩ・

構 造等 の 都 包 令 の御 凶 俄 あ ら ん が や?右吉良致 L 供 。

答 激算の闘係」・本年 よ り直 ち 1- lnJ H11する ζ 止iオ

ヨミ革lli な 。 も何れそ の方法を考へ主rmを計 るべ し。

合 貞 永 直 義
協舎 の役員選者障の 怨動 が{ 徐りにも猛烈で 政 治 上 の

選者陸 j運動と同 ー に 制 緩 に 見 受 け ら れ ま す 甚 だ 脊 々 ' 舎 費 値 F げ 姿 望 い た し 侠

員

しν ・こ とに思 ひ ます斯〈 て は 協曾 の 儀め 民 面 目に， 等 研 究 中

79 11 



合 員
長 谷 川

勇 l 方而i にj必て 評 定 しつ L あ り と 4並行 也 L ) J t - 来は其

製 品 の改 善 治 歩 に よ り 更 に 完 令 な る 統 一 規 定 を 必

要 となすべ し。今 年 五 り表 紙 の 懸 賞 を 復 活 さ せ た の を 下1. ん で且; る

此 の 件 は 是 非 と も 年 rlJ 行 事 と さ れfJt ν 、。

答 ｴｭｾｩ ヰとしては成るベ〈毎年懸 ｪ せ を ｨ ひたいと

ヨ海・ TT 
キt 井進

思 って}i l J - ります 。
: -fJ 二宅 の 門 等 の 御 例 従 の折 には つ い で に 借 家 を 見 て

いた Y き&ν 、。 13闘|と か 、 18回! とかの家賃の' ぷで

合 員 以 11 .11:' 雄 : す o そ した い も っ と 、 も っ と 重 大 な お が あ る の

ｾ築材料陳列場設置に附する作は オ ｾｍｾ 紡 併と ｈ 候 がお分り 1: 成 り ま せ う 。 住 宅 展 の Ir 千 btl とか 、ー・

地方人のｽＮＧｚめに ｴｴｨ 合炎行の ｾｌ 誌に往Ａ￬ｊｾ材料紹介側 部 Inl の 家 は 白 IUI 以 F の 月 給 で は ど う に も な り ま せ
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答

。 ん。ＺＨｊＮ ＱＮ Ｇ Ｈｦ の借家の負撚 でい〈 らか でも世ｬＡ ｊ， ｉｾ 的 な家

千7 民

新設ｼ主主築 と 量 ｴ 合 」 御義 ｉＧｕ で ｾ ｾｴ いた Ａ以前 半Ｇ 、 よ ＧＱ を按 Ａ 賠ります 。

へ る 録の ｊｊ ｩＨｬｴＧＭｬばかりを荊 Ｗ ・にする ｾｉ 士、 合 伎 の 大
ι  

円 員
荒 川 義 夫

子!ミ持僚の合と flij 中島員の溢大の御努力止を費すのは 。

世主りに級劣 ξ 干F ピ ま す 。 駿 刊 か 、紛 糾 を 総 本 的 に 協舎も ｾ ｉ ｾ 主主に滋 ｬ 民してＩ，｜Ｚ Ｑ Ｇ こ紡 構な ＺＡＺ ｊ 与とイ ｦ じます。

"'I f. て 直 す か 、 どち らかに l て ー|、 さし、。 。京 都 、神 戸 等 に も 随 分 合 員 が 多 く な っ てう1ミま した

答 制 斡 は最 善 の iii を進 む ため l広大 の努 力 を 扮 つ I し、本 部 の合 合 に 行 か れ ぬ 様 な 人 も 多 い本 と 忽 ひ

て居り ま す 、 共也案を示して御縦縫願ひたい と イ Ｈ ます 。 又 一 方令凶的に 護 ｂ をするとＺｌｾｾ、意味 にお い

じ ます ｯ て 、 せめて京都 、 前 Ｑ Ｑ 戸 ｦ 立に支部を設位すると ｪＮｾ・ ａ ・

合 員
林

白.....

窃t

賞 三れに した ら 如 何 で す かD

答 eit 見の 如l き 希 望 が 曾 員中よ り主主んにならば必

l 鍬 誌 は な る 税 協 合 のイ1: 主j} の 一 郎で はあ るが 外 国 ず其 Ｑ ・ ｾｭ 可能 とイテじます 、 そ れ と 共 に 地 方 合 員 ω

Ｈｉｾ には 均 ｪ 々 大きな作きをする 、 こ れが編車 ｬ ｦ に ー Ｎ 増加せん こ とを希望し 此 義貸 ｆ にも御盆力士 似 ひ

段 の 御 努 力 を 希 望 す る次 第で す。 ます。

ＲＮ 舎費の Ｈｩ ｲｻ 下 げを 断行して合員獲 ￮ｾｬ Ｚ Iこ向 っ て進む

様 御riJ i ひし ます 、 日 本 に は 毎 年 一 千 人 像 り の 建

普ー 賛
荻 野 賀

築 技 術者 が 製校 か ら置1: 合 へ 送 りfl : l されて居ます l 滞在百合 、 見撃 は 今 後釜 々 御 催 L ｾ ｊｩ度

答 1. 雑 誌 の綱 腕 は 近 時 大 いに改 良 し令 員 諸 君 の l 雑 誌 に 新 し い 建 築 篤 良 多 数 記 載 F されJ i [

御 満足 を 符 る 様 努 力 し つ L ありと f古ず。 ー 1. ｾ 本舎到Ａ事各 ＱｾＯＺ の 御約 臓を感謝宝生し尉ります

2回目 下 定 歎 改 正 の 楽 逆行 中 に て戎 i立合銀側下の1 ' ( 答 fi 見 に 添 ひfJt き 考へ に て 閥 係 方 而l に て 前 交 い

mを見 ん とする 形 勢 に あり 、令 員 初 加 は特 設委 た して厨り ます 。

員 舎 を 設 け 本 年 度 よ り大 い にn効 を )91す る 管 な ・

り。

合 員
島 国 良 普

建 築 界 に 於ても鋼材毒事の{ 史肘は今後共盆々盛 ん に

な りu 今 創 製 織 台 市l 毒事の合同は大位決 定 の 綾 子 l亡

て 走 れ を 機舎 に 建築 に 似mのt足利放 経 済 的 等 な る

剣 材 の形 炊 、 寸法 、 強皮傍に付 ｦｾＧ Ｚ ぎ研究の上統 一

の必 要 は あ り ま せ ん で せ うか 。

答 賞 見 の 一 部 は 既 に 夫 々 胤 係 官 H量、業者 、技 術

11 8 0  
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報

時 昭和9年 1 月22日午後6時一同9時20分

所 建築倶幾百円 普ｾ賛 助 員伊藤 ー対 ｩ 君主Ｈ長 ｉ ｮｰ，和 ＹＧ ＱＢ 1月)

出席 者 理 事 松 室 監 事 阿 部 主 記 今 林 同 林 1: f之耳}J 'j:J" (  悶 〕

井 土 浦 中 海 渡 部 主 計 11¥17Jミ

鈴木卒芸家 編斡秋 ｅｬｬ 加藤新ｾ ，

jWi橋 町曾 員

議 事 1  2月例合 に 闘 す るf'j: i也日 l j伊之助君 西 匹土イん痢 liII 2 ノ2 ( 合 主主令ni Hrif7J<

l 建 築資料陳列場幹事合士J l r:!Ot 他 に 闘 す 組内〕

る{'j: ｾＺ回蒋久厳罰 西 区 こl ‘仏ioJili iiII 2 1  2  ( 合校舎肩上清水

1 常 設 委 員 合委 員、制 斡 部 口 、m築 事 研 白 飢内〉

f安 貝 舎

常 務 曾

昨 日目平119年 1118 日午後6時一閃8時

所 住 築 rn然rii ;

ｬＭ ｵｮ＿ｊ Ｎ 満州事ｊＺＧ 阿 ｾｾＡｉｕＭ松窯 監 事 阿 部

1'， '1 士 問 主 詑 今 林 井上 1市 中海

主言r f，!f7J< 鈴 木 卒 採 t用 料 秋 開

加 藤 新 名 目 隠

t謀 本 1  1 月例合( 新年宴合〉に闘 す る 件

1 紋ケ五'.1上宅博協合出品住宅( 二階建〉に

付 合枇 貝 取 りに 闘 し契約方法 の 件

l 建 築 資 料 陳 列 揚 完 成 に付 常 設委 員 設 置

に関する jt.

1  iji' ・設 、特 設 委 員 並 編 斡 郊 民 共 他 選 定 及

指官f 常著書制1 i ¥・に閲する 1'1'

l 大林 組 よ り 依 頼 l亡係る 住宅投昔1筒l案 懸

1¥・募集 に闘するf ' l : C事 後 承lP.1. )

l 合 只み衡

報 告 l  昭和8年 12月分合計 報 告

l  昭和8年 度決 算報 告

1 役 員 委 員 慰 努 合 前 匁 報 告

1  i満 洲 建築 協 合 長 よ lJ fi 清洲 閣 政 府 訪 問 報

告の{ 下

常 務 曾

うｾｊ 編制委 ｮ 合委員 と字 決定の ｦ ＧＡ ・

l 特 設委 貝合存綴に仰する! ' ! ，

静

一

居

動

一

韓

国
貝

一

勤

舎

一

韓

倉 員

竹 中 挟 太 郎 君 府下主計 ｅ 郡ｾ中町南 ｲ ｬＧｩ ｩｉｬ Ｒ

井 手 正 雄 君 京 都 市 竹 尾 町 油 衣 棚

杉 ｭｲｬ ヰ三虫 ｉＱ 君府下千里 山 ＴＱｾￆｬ

曾 員〈地 方 在 住〉

工 来 千秋 君 岡 山 市大 供93

坂口 正 雄君滋賀県五ｾ国 町昭和附

池田 訓方沼・ 高松市中野町字只ノ口 371ノ11

鈴木 ー 京 大 分 豚佐 伯 町 中 村

普通貨助員

西 村 勲 君 制1戸 市浜 東 区繭原町 391 ノ2

久 森 茂 震 西 淀 川 隠 inl Jil)' 425

上悶客 三郎 君 西 区江戸期i南; i IJ 1ノ 12

河部 〕支宥 大 連市1草原ピ J. ￬ 前 広 ｉ 格孤 Ｑｾ ｾ 線医

山 港 政 吉 君 事fJ ;{闘 来111経理!苅; 工務 科

牧 田 勝兵君 東 京 市 豊 lる区 目l与町2 ノ1565

佐 藤 佐 七 君 府下吹 田町 1084 i也村建築事務所

制 }11 - 旅君 東淀 川区 三 浄 展 中 沼3ノ81

改 量生

曾 員 戸 塚 長 人 君 〈袴姓岩本君〉

入 営

入 曾 者

小型j. 美総定 西底北頻i江: 一番 町 13 Cf1''tt 合属土品目

7J<Ml )  

旭 区 今市 町 1083C合投合市上清水組〉

西 匹 土 佐 刻 沼2 ノ2 ( 合資合紅白!f7J<

組内〉

府 下 北 河 内 郡 枚 方 町 伊 加 賀 143 (  

令子t合最上tp
'
f7MIl )

1  ｾＱｫケ 五 Ｚ住宅博協合出品化包〈二階建 ＩＱ こ 片 山

鈴 木

剖

れ

封

勝

一

j.j 合枇r t . 取りに到し契約の ['1'

1 協合 員 の本合に仰する窓見渡表の( 午

l 合員花役f

、11¥ 干;. Ｑ 合 ｩ￬ Ｍￋ Ｒ 月統制勝 利 Ｑｈｾ ｦ

1  Ｑ 月例合Ｈ新年宴合 Ｉｾ 私自 ＱＱ 報 告

ι 腕厳正知ｾＮ

森 l-LI
要 君 西 区二|て似て郷沼2 ノ2 ( 合投合長t 清 水

組内〉

81
11 



11 8 2  

湊 i原太良I¥;f， 港区八附厩貨同T4 ノ 133 ( 内外木村

工君主株式令市上〉

曾 員( 地方在住〉

1 M野掬 ::' : UI>'1l 呑川県系高松市西丸町2 ( 前7I<MUJ:l

E長所〉

布 袋 問 調toT¥目 前 岡市下 土居prr3ノ 11W多住友ピノL

建築揚寄託附

小 栗 治 卒 君 徳 ぬ市期 ;11前多賀谷方( 徳tM照τ'r.

工 業l } _ ! 校教稔〉

梶 吉 芳夫' f ' ; 央市古浦町松五ｾ Ｈ ＭＡｩｾ 海軍建築 Ｉｾｉ Ｉ

特別賛助員

ｾ ｲ 千 1日tf =n 位吉r n ; 住吉川 1740 ( 帝同水 道 工 業.

株 式 合ilil 々長 〉

松井手 Ｑｾ ｪＱ苦Ｇｰ，Ｎ 府下 Ｓ 皇官 ｅ 君 ｒｾＡＩＧ rl '  PIJ 拠以8< ( 木下;干

以前! 苫〉

普遁賛助員

日 々木義火干! 兵r.j¥W係川 溢 郡 小 m村 杭瀬 l ノJ i f 13  

ＺｽＧｻＺ久 之 ｾｅ アパ ー ト内 Ｈ大倉 ［ 卜 Ｎ 木株

式合証上大 阪 出 渡 所)

ｾｉｉ｛ ｬｉ＠ ｾｾｉ＠ -:1¥. ItJ・下 二〈烏君11高槻町市倒的 375 ( 株

式合i n. 1: ヂ ヨイ y ト尚合大 阪 支底 〉

古民{ 慌 - Ji:; 君 絞首互市磯子匿; 芝生町2 ノ93 (  y コ

= ー ・グアキュ ー ムコ { ポ レー シ

ヨ y 技術部〕

ｾ曾者

曾 負

E事校 1:" - ー君 生里j. J'fi l 一良1¥君 山 υ 俊 一良1 m

曾 員( 地 方 在 住〉

井 上 保 ー 郎 君 族 1唱安太郎{ !  山崎 W、送手!

普通貨助員

ＱｾｾＨ Ｈｭ＠ 透沼 紳山 秀 一君 杓 ｾｮ ｾ 六丈 夫干Ａ

武剖1 Ｑｾ Ｓ 者 永井 ＱＷｾ - 'p，' ｻｊ ｬＧ ＮＡｬ｛一良 Ｑ｜ ＧＱｾ

昭和 9 (，1三 l 月26 日恒例に (f( り1)] f'l tl 舎徐 新 年 集合を料; 紫合官'i rに I/!' てIJ1H1t l す午後 5.時30分 先 づ休憩 議 l亡於

て花月ホ九虫丸君の法談を ￟ｉｊ き夏に［ｽｾＺ - e - 揚に入りて即日lqアメりカ獄{ 別・叫探険を‘ 品目T t す。

世主 ＡＡｊｊ 終りて定切 ｾＶ 時 ＳＰ 分より民合に 砂リ 一 向羽 ｬ やかな絞笑 の 和 ｈ に デ ザー ト コースに入る。

此 時 片 岡 合長 先 づ 虫 ち て 本 年 は 殺 が 天 津 日 制 の 御 子 の 御 降誕 放 世 界 的 Ul J ' f . の倒防iJ Ｍ ｾ手よ り見て ［品、， Ｎ こ目 ＯＡＧｌ

度 書斎[I，r-' で あ るt詩集 1¥l li むの徴 あ る 此 際 吾 空 宇 建 築 界 の 者 は 更 に 協 力 一 致 本 合 の 盆 々 炎 l毘を !mせ ら れ んこ

と を 希 望 す る 旨 の後拶を述べ一同乾杯をなす。

更 に 坪 井 誠一 氏 外 数 民 の テ ープルスピーチあり 布l主主総 々、縫合和Hに 間 合 せ り 時 に 午 後 8 時 。

伶 常 日 の 出 席 者 104牢; なり。
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建 築 倶 楽 部 室

賀 朕 御 躍

ク ラ ブ 宛 年 '(' 01止を] 買きま した 御うす 名 を 列 記 し て

御 盟 申 上 げ ま す

荒 川 キIJ 一 段

川 tb i ! J . ，兵術殿

目前j 的 朝 治 虫1¥殿

i苅 野 χ  より'} j設

中 村 角 之 上 りI} t設

波 法 義 三鮫

傭 張 御 挨 拶

A(! 竹本1f . [ J J l ) :

木 本 先 ! I:

!JJl: J也 キIJ Jj)}股

波 訂: 悌 尖 政
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激 而 御 案 内 申 上 げ ました ;lli 1) ，本 タラ プ 築 城 張

は 闘 係 各 位 決朝 日 ピル の多 大 な 御 1安品}}の |、 に 、

糾 脇 工 を 乞l ぎ ま し た が 、 お 磁 を 持 っ て 御 慌 の j由

り 越 を 一 俊 し ま し た ので 、 1 月 初 日 此 皮新 fこ開

［没せら れま し た ｬｬ Ｎ ＿ｦｾ 材料 隙 列 Ｑ 誌 の 』 抑 ・ Ｖ とかねて

令 員 に 御 案 内 巾 . [・げま した慮 、 27. 0除 名 の 仰 出

席 を代 、 い と も 盛大 に 終 了 い た しま した。

常 " は 午 後 四 時 よ り 縦 々 と 来 賓 を お 迎 し 、 先 づ 。

クラプの而 目 一 新の ｾｾｉ Ｎｬｌ に 一 同を鴛か 什 Ｎ 五 時

ｾｦｬ よ り花月平 交Ｚｷ静代のｻ徐Ｑ￬ ｬｦ より防 ｊ 始 、 パ ＭｊｫＮ

ｬｩ Ｎｾ 持月 ＱＱ ＯＸ［Ｇ の 食 堂 を ｉ ｬｬｊ告 、 其ＯＺｬ ｊ 有ゆ ｪ 111. 北陽美人ノJ

サ ー ビ スに 各 自 メートル を製 げ られ 、 ;n; 州! 列場

は 非 常 に 有 意 義 と て ー 悶 に喜 ば れ 熱 心 に 削 1IZ を

賜り 、 へ 時 過 陳 列 場苦刊すの 紀 念 品 を が りな がら I

ｾ合械 に などやかに散含 い た し 主した 。

幹 事 一同 も ク ラ ブの 高裁 をl:j Ｑｾｬｩ して終 ｦ ぃ Ｑ Ｚ し Ｚ

去し た。

他 メ y パー に 謝す る不 都 合 や 御 不i前 の 事 が あ っ

て も い け ま せ ん か ら、 メ Y パ ー は 必 ず ク ラ フ許 可

- t 御 1胤岡下さ いま す 様 特 に 御霊rj Ijl します。

1，¥1御 入:キ: 時 は御 而i倒 で す が 御 f氾 名 駅 ひ ま すo *r1  

介 者 の 方 も 御 手 数 で す が 一 々御 記 入 を おmi ひ I11

しま す。

H料 陳 列1誌も II:l 米ましたし' 卒・もユ アタリな引を

した 。 此 際 新 入 合 持多 激 的 治 制 ひ 主す 。

新 年 謡 曲 曾

1月 19 日 午 後 6 時 よ り本ク テ γ 論 的 研 究 のもI} iffi;

舎 を 卜 の 泊り 11H l 、盛 合和Hに 終 了 い た し 主 した

此 際 御 伺 灯 貯 の 御 入 門 を敵 迎 し た し主す。
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お 知 ら せ

長 唄研 究曾、 足〈本 )J Ｎ 、リ Ｏｬ ｾ￬ め ま す 。

御同 ｍ 貯の御参加 ｬ をｾＮ｜［っております。

終 棋 競 技 曾、 2 月 17日〈こu 午 f長より開 戦 い た し

ま 'j- 。 孜 と 思 は ん 方 は メンバー が) よ りi却II:l p' li14:・

JJ I御 '5lknあり た l 。
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輯編 記後

口梅閉し野にも町にも . 春の先騒が訪れ

ｴｾ＠ 口出来 2 月は雑誌、内容の綴述月 と云は

れてゐる、屠蘇醒めて未? ご寒きが放であ ら

フ 口然るに本蹴はその例に反して港大な

ものとなっ? こ 亡材料陳列所が協伶内 lこ$r

設され七 、それを印象づけ る矯め の特鞘蹴

建築材料である 口読みご?こへのある原稿

を多数集めに こと を、合員と共に f執筆者に

感謝します 口元来材料に闘する 記事は材

料商の方の宣俸に 利用され易い、悪い こと

〉は考へ られないが執筆 者の意志に反する

綴な抜率や主11 められに文章となって迷迭を

袋られ? こ例が多いので本誌の記事は - --IJ J 持

以{ f 御遠慮l傾ふこと、する 口必要ある方

は是非本合及執筆者の許可営得られん E を

建 築 と 社 禽

第 ＱＷ 輯 ｾＲ ＡｬｊＩＡ

1)>>;  ＮＵ Ｐ 刈 Ｈ到 ｉｦｪ 主 Ｒｾ 圭
毎月 l 図 1日強行 定 例

12加 6 ∞側( 同 24 銭〉

昭和 つ年 l 月25日 印 刷 昭 和 9 年 2 月 ! 日 渡 行

苦行品縞受 !限

西宮市今棒町 津門字ｾ津 ＶＰＵ 添 ｩ 也

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内 淡路町 l 丁目 7番地

事 連 行 所 ER 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3籾日ピ ル

電話長本局( 23)4500¥1¥' (  6)  

鋸替口座ｾ 阪 ＳＹ Ｎ ＹＷＵ 書

特約販' l i 庖 柳 k 金 書 l占

大 阪 市 西 磁京町綱初子板 宿 北

電 話 土 佐 掘 2440番

指替口座ヲミ阪 2084蚕

ｊｦｾ＠

禁 車事 載

本誌に錫電車せるも のは 、 一切 ζ れを無断にて

嶋載し又は単行本に上梓その{ 也の 複製 行 震 を

なすことを禁ず。

切望する 口先 日雑誌に闘する 意見交換舎

を開い仁、極 k の毅; 示或は質問等あり、得

1: る月J f が多かつに 口向色々の機舎に於て

雑誌改善 に附する御意見の護表を諸兄に切

FEいにします 口優秀なる草行本の出版は

本舎として重大なる任務であるとの意見が

あつに 、i記者も同感である 、日下年来から 1t

務合の研究後として出されてある 口本誌

の夜行が遮れて巾 諜な い芸大第である 、編瞬

常務は本年に入ってから初めて仕事にかか

るので 、 どうしても去年から準備しておか

なげればI i 日に合はぬJi J f でめっ仁 、言識 をつ

り力11へてをし来月からは精々定例設行日

に仕上げる
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